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岩手県内には、旧石器時代の遺跡をはじめとする数多 くの埋蔵文化財包蔵地が各

地に残されております。これら先人の残 した多 くの文化遺産を保存 し、後世に伝え

ていくことは、私たち県民に課せられた大切な責務であります。

一方、広大な面積を有する本県の大部分は山地であり、地域開発にともなう社会

資本の充実 も重要な一施策であります。このように埋蔵文化財の保護・保存と開発

との調和 も今日的課題であり、当文化振興事業団は、埋蔵文化財センター創立以来、

岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業によってやむを得ず消滅する遺

跡の緊急発掘調査を行い記録保存する措置をとってまいりました。

本報告書は、遠野第ニダム建設事業に関連 して、平成 14年度に発掘調査を実施 し

た栃洞Ⅱ遺跡の発掘調査結果をまとめたものであります。調査によって、縄文時代

の遺構が確認され、当該地域の歴史や周辺の遺跡との関連性を考える上で貴重な資

料を提供することができました。 この報告書が広 く活用され、斯学の研究のみなら

ず、埋蔵文化財に対する理解の一助となれば幸いです。

最後になりましたが発掘及び報告書作成にご援助、 ご協力賜 りました岩手県遠野

地方振興局土木部、遠野市教育委員会をはじめとする多 くの関係楼関、関係各位に

深 く感謝申し上げます。

平成 15年 11月

財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長 合  田   武



例 言

1.本報告書は、岩手県遠野市遠野町第31地割字女男石47-7ほかに所在する栃洞 Ⅱ遺跡の発掘調

査結果を収録 したものである。

2.本遺跡の調査は、遠野第二生活貯水池建設事業に伴い、岩手県教育委員会生涯学習文化課 と遠

野地方振興局土木部との協議を経て、財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが記

録保存を目的として行 った緊急発掘調査である。

3.岩手県遺跡登録台帳における番号 と調査時の遺跡略号は以下の通 りである。

遺跡番号  MF55-0093

遺跡略号  THⅡ -02

4.調査期間 。調査面積 。調査担当者は以下の通 りである。

調査期間   平成14年 4月 10日 ～平成14年 7月 31日

調査面積   4,106ピ

調査担当者  金子昭彦、星 幸文、坂部恵造

5.室内整理期間と整理担当者は、以下の通 りである。

室内整理期間 平成14年 11月 1日 ～平成15年 3月 31日

整理担当者  星 幸文、坂部恵造

6.本報告の執筆と編集は、星幸文が担当 した。

7.委託業務にあたっては以下に委託 した。(敬称略)

航空写真   東邦航空株式会社

基準点測量  株式会社 イチイ土木コンサルタント

石材鑑定   花南岩研究会

8.土層及び土器の色調観察には農林水産省農林水産技術会議監修の「新版標準土色帖」を参考に

した。

9.遺跡の調査概要は、平成14年度分の岩手県埋蔵文化財発掘調査略報に公表 したが、本書の内容

が優先するものである。

10。 本報告書作成にあたり、遠野市教育委員会の方々に協力とご指導をいただいた。

11.本遺跡から出土 した遺物及び調査にかかわる資料は、岩手県立埋蔵文化財センターに保管 して

ある。
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I 調査に至る経過

栃洞Ⅱ及び九重沢遺跡は、「遠野第二生活貯水池建設事業」の実施に伴い、その事業区域内に存すること

から、発掘調査を実施することになったものである。

遠野第二生活貯水池建設事業は、猿 ヶ石川上流流域の来内川筋、治水対策事業により、昭和32年県営第一

号の遠野ダムが完成 した下流部に位置するものである。

昭和56年 8月 の台風15号 により来内川が氾濫 し、遠野市街地で多 くの家屋が浸水被害を受けたことから、

現在、洪水から貴重な資産を守ることなど目的とした遠野第ニダム (仮称)の建設を進めている。

当該事業は、平成 2年 4月 に事業の建設採択を受け、調査・設計を行い、平成12年 4月 に遠野第ニダム地

権者が発足 して平成13年 11月 に補償基準の妥結を得て、用地解決を図り、工事を着手することとなった。

栃洞工遺跡は、付替県道工事 (L=980m)及 び九重沢遺跡は、左岸側付替市道工事 (L=350m)区間と

して、平成14年度から着手することになった。

栃洞Ⅱ及び九重沢遺跡については岩手県教育委員会が平成12年～13年度に試掘調査を実施 して、共に縄文

文化の住居跡が確認されている。

その結果に基づいて、岩手県教育委員会は、岩手県遠野地方振興局と協議を行い発掘調査を財団法人岩手

県文化振興事業団埋蔵文化財センターの受託事業とすることにした。

尚、発掘調査は平成14年 4月 に着手 して同年 7月 に現地調査が終了 した。

報告書の作成に係る室内整理は平成15年 3月 まで実施 して、報告書は平成15年度の刊行である。

(岩手県遠野地方振興局土木部)

Ⅱ 遺跡の位置と環境

1,位置と地形

栃洞Ⅱ遺跡の所在する遠野市は、北上山地中南部の遠野盆地に位置 し、北は下閉伊郡川井村、東は上閉伊

郡大槌町・釜石市、南は気仙郡住田町、西は稗貫郡大迫町・東和町・上閉伊郡宮守村・江刺市の 2市 4町 2

村と隣接する。東西約33 5km、 南北約38.2血、総面積660.38Mの 人口 2万 7千人 (平成14年 12月 )を有 し、

内陸の花巻市と沿岸の釜石市を結ぶ交通の要所である。遠野南部氏一万三千石の城下町として栄え、今でも

至る所に古風な面影を残 している。民話の里として名高い。遺跡は第 2図 に示すように JR釜石線遠野駅の

南側約 1 7km、 遠野町第31地割女男石に所在 し、猿 ヶ石川支流の来内川によって形成された左岸の河岸段丘

上に立地 している。また、遺跡の立地する地域は九重沢が来内川に合流する地域でもあり、本遺跡と九重沢

遺跡が隣接 している。本遺跡は、国土地理院発行の 2万 5千分の 1地形図「遠野」NJ 54-14-5-3(一 関 5号―

3)の図幅に含まれ、北緯39度 19分 00秒、東経141度 31分51秒付近にあたる。標高は約290mで、現況は東側

が山林、西側が果樹園である。

2.遺跡周辺の地形と地質

遠野盆地は北上山地のほぼ中央部に位置する。北上山地は、南北に延びた紡錘形をなし、北端は青森県八

-3-
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戸市付近、南端は宮城県牡鹿半島に至る南北延長約240km、 東西最大幅約77km(岩手県分では南北約180kmで

県面積のおよそ 3分の 2に あたる)で、中央部が最 も高 く南方及び北方に向かい高度が低下する。東方には

太平洋、西方には北上川や馬淵川の低地が推移 し低地を隔てて奥羽山脈と対峙 している。この北上山地の歴

史は古 く石炭紀の中頃 (約 3億年前)の造山運動により隆起 し山系の一部を造ったのが始まりと言われる。

古生代末、中生代三畳紀初 (約 2億 4万年前)の大規模な造山運動では山地の大部分が陸化 し、その後、山

地の東北部や南部が海底に沈んだ。砂や粘土を堆積 し、白亜紀前半中頃 (約 1億年前)の造山運動により山

地の全域が陸地 となり、 これに伴 う花南岩活動や断層運動により、山地の輪郭が現在と近 くなった。その後

も浸食作用・ 隆起・沈降等を繰 り返 し現在の形になったと考えられている。地質の主体は古生界および中生

界とそれを貫 く花南岩ならびに蛇紋岩などの塩基性岩類、そのほか新生界古第二系 も局部的に発達 している。

また、新第二系ならびに第四系 もかなり広い分布である。 このように北上山地は何億年 もの長い期間の複雑

かつ、激 しい変動を経て現在の姿に至っているため、時代的に多様で岩石の種類 も豊富である。地質時代の

判然としている我が国最古の地層 (古生代 シルリア紀の地層)も やはりこの北上山地 (大船渡市)で見つかっ

ている。

遠野盆地は、薬師岳に源を発する猿 ヶ石川 (73.lkm)と その支流である小烏瀬川 。来内川・早瀬川、さら

にその支流である河内川、猫川等がこの北上山地の一部を開析 して作 った山地内で最 も広大な谷底平野であ

る。河川流域には耕地が拓けている。北上山地の中で谷底平野の広い地域は、花南岩の分布域でもある。当

地は北上山地最大の遠野・土淵花蘭岩体の分布域である。 これらの花南岩は上記 した白亜紀前半中頃に形成

されたものである。盆地北方には北上山地の主峰早池峰山の姿が望まれ、東には一 ツ石山 (1,058.3m)・ 貞

任山 (886m)。 六角牛山 (1,294m)等 早池峰山の支脈が南北に走 り、南には物見山 (917m)、 西には高清

水山 (7977m)、 北には天 ヶ森 (756m)。 薬師岳 (1,645m)の なだらかな山稜が並ぶ。北上山地は開析隆

起準平原 (浸食を受けた隆起準平原)で、山地に続 く丘陵縁辺部に小規模な段丘 と沖積地が観察される。盆

地は悟 り鉢状の地形となっており、内陸性の盆地的気候を呈 し、夏期には30℃ を超すが暑い日は少なく、ま

た冬期には-26.5℃ (昭和15年 1月 21日 )、 -255℃ (昭和20年 1月 27日 )を記録するなど県内有数の低温

域で気温の較差が大きい地域である。冬期には北西の季節風、夏期には南西風が北上平野を北上 し、花巻市

から峡谷を越えて盆地にはいるため主風向は西風 (全体の32%)で ある。

今回発掘調査 した栃洞 Ⅱ遺跡は来内川によって形成された河岸段丘上に立地 し、遺跡の上流約1 5hnに は

昭和32年に完成 した来内ダム (遠野ダム)がある。土壌は黒ボクを混入する粗粒灰色低地土壌統群に分類さ

れ、豊間根統で花南岩を母岩とする。

3.遺跡の基本層序

今回調査した地域は、東側に来内川、北側に九重沢が流れている。遺跡は来内川の左岸段丘上に立地 し、

調査区外の北側と東側は下方に急傾斜している。調査区北東側は昭和初期に放牧地として利用され、その後

畑地を経て山林となり、南西側は、畑地から果樹園として利用され現在に至っている。調査区北東側からは

当時の面影を残す柵列跡 (第 4図)が検出されている。また、放牧地にするためかなり削平されたものと思

われ、南西側で比較的厚 く堆積 している黒色土層 (Ⅱ 層)は検出されず、表土 (I層)下は大方がⅣ～V層

である (一部Ⅲ層の残るところもある)。 12D② グリッド付近から9H③グリッド付近及び、14G② グリッ

ド付近から13H① グリッド付近には西から東へ向かう小さな沢跡を検出している。調査区の西側の標高は約

290m、 東側の標高は約280mと 西側から東側に傾斜した地形となっている。調査区全体が削平及び植物根等
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による攪乱を受けているため、基本層序は一様には確認できない。以下は調査区中央西よりの 7E④グリ

ド付近で観察された層序である。遺構検出面は、調査区北東側はⅣ～V層、南西側はⅢ～V層である。

I層

Ⅱa層

Ⅱb層

Ⅱc層

Ⅲ 層

Ⅳ 層

V 層

Ⅵ 層

Ⅷ 層

Ⅷ 層

10YR2/3 黒褐色シルト しまり並で粘性は弱い 現在の表土層で果樹園の耕作土

10YR2/2 黒褐色シルト やや堅く締まり粘性もやや強い

10YR2/2～ 2/3 黒褐色砂礫土 風化した花蘭岩主体

10YR2/1 黒色シルト やや堅く締まり粘性は強い 粗い粒子を含む

10YR2/3 黒褐色シルト やや堅く締まり粘性もやや強い I層より黒色が強く、赤みもある

10YR3/4 暗褐色シルト Ⅲ層とⅣ層の漸移層

10YR4/6 褐色シルト 粘性やや弱く、しまりやや強い

10YR5/4～ 5/6 1こ ぶい黄褐色～黄褐色砂礫土 粘性は弱い

10YR5/6 黄褐色砂質土 粘性なし

礫層

0               1:800           40m

第 4図 柵列跡

4.周辺の遺跡

岩手県教育委員会のまとめによると、平成12年度現在で県内には約9,677ヶ 所の遺跡が確認され、そのう

ち遠野市内には320ヶ 所の遺跡が登録されている。本遺跡と時代を同 じくする縄文時代の遺跡及び、縄文時

代に属する可能性のある遺跡は市内に195ヶ 所ある。また、本遺跡を中心とする半径10kmの 近隣地区には、

163ヶ 所 (遠野市153ヶ 所、宮守村 5ヶ 所、住田町 5ヶ 所)確認されている。その遺跡のほとんどが猿 ヶ石川

及びその支流の河川によって形成された地形に沿って立地 している。古代の遺跡が猿 ヶ石川流域の沖積地に

-6-



多 く見 られるのに対 し、丘陵地、扇状地の段丘や微高地等には縄文の遺跡が集中している。

近年遠野市内で発掘調査された遺跡には、縄文時代早期～前期の遺跡としては平成12年に発掘調査が行わ

れた権現前遺跡がある。住居跡15棟、土坑43基等検出されている。前期～中期の遺跡 としては平成10年～12

年に発掘調査が行われた新田Ⅱ遺跡 (綾織新田遺跡)がある。前期前棄～中葉に属する住居跡18棟、中期に

属する住居跡 2棟、古代の住居跡 1棟等が検出されている。縄文前期前葉の大型竪穴住居からなる拠点的集

落跡では国内最古級のものとして注目を集め、平成14年 11月 18日 国指定史跡となっている。後期の遺跡とし

ては平成 9年 に発掘調査の行われた甲子遺跡 (近世遺構 も検出されている)がある。その他に近年発掘調査

の行われた遺跡としては寒風遺跡 (縄文 。古代 。近世、昭和56年 )、 高瀬 I遺跡 (縄文・ 古代 。近世、昭和

63年 )、 逢田遺跡 (古代、昭和63年 )、 高瀬 Ⅱ遺跡 (古代、平成元年)、 本宿遺跡 (古代、平成 3～ 4年 )、 寒

風 I遺跡 (縄文早期 。前期、平成 8年 )、 篠館跡遺跡 (中世、平成10～ 11年)等がある。

これまで遠野市では数点の上器片は出土するもの早期の遺跡と呼べるものは無かったが、近年の発掘調査

において権現前遺跡で確認されている。

今年度は本遺跡の他、同市内では平倉観音遺跡、九重沢遺跡、中土淵遺跡の発掘調査 も行われ、縄文時代

および弥生時代の遺構・遺物等を確認 している。

<参考・引用文献>

岩手県 (1971):「北上山系開発地域土地分類基本調査 遠野J

岩手県 (1971):「北上山系開発地域土地分類基本調査 人首」

岩手県 (1971):「北上山系開発地域土地分類基本調査 土淵」

岩手県 (1971)イ北上山系開発地域土地分類基本調査 大迫J

岩手放送株式会社、株・アイ・ ビー・シー開発センター (1976):「岩手地誌 二部作 第二部 北上山系」

株式会社 新公論社 (1987):「 日本の川―自然と民族Ⅱ」

岩手県立博物館 (1990)イ岩手県の地質図―博物館版―」

遠野市教育委員会 :「遠野市史 第 1巻」

遠野市教育委員会 (1991):「逢田遺跡」遠野市埋蔵文化財調査報告書第 3集

遠野市教育委員会 (1991):「高瀬Ⅱ遺跡」遠野市埋蔵文化財調査報告書第 4集

遠野市教育委員会 (1994):「本宿遺跡」遠野市埋蔵文化財調査報告書第 7集

遠野市教育委員会 (1997):「寒風 I遺跡J遠野市埋蔵文化財調査報告書第10集

遠野市教育委員会 (1998)i「 甲子遺跡」遠野市埋蔵文化財調査報告書第11集

遠野市教育委員会 (2002):「新田正遺跡」遠野市埋蔵文化財調査報告書第13集

(財)岩手県埋蔵文化財センター (1982)

(財)岩手県埋蔵文化財センター (1991)

(財)岩手県埋蔵文化財センター (2001)

(財)岩手県埋蔵文化財センター (2002)

「寒風 I遺跡発掘調査報告書」岩埋文調査報告書第43集

「高瀬 I遺跡発掘調査報告書J岩埋文調査報告書第155集

「篠館跡発掘調査報告書」岩埋文調査報告書第353集

「権現前遺跡発掘調査報告書」岩埋文調査報告書第384集
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第 1表 周辺の遺跡

(遠野市)

遺跡名 種 号1 時 代 遺 構 。 遺 物

1 上 ノ山 散布地 縄文・古代 縄文土器、土師器
2 上駒本 散布地 縄 又 石槍、縄文土器

3 駒木Ⅲ 散布地 絲呂マ 。さ

“

写 縄文土器、土師器
4 宮代Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器

5 宮代 I 散布地 縄 文 縄文土器

6 宮代 Ⅲ 散布地 縄文 縄文土器
7 町 田 散布地 土 器

8 谷 地 散布地 縄 文 縄文土器

9 高瀬 I 集落跡・古墳
文
安

縄
平

奈良 。
縄文土器、土師驀、須恵器、蕨手刀、鉄鏃、周漫、陥し穴

下似田貝 散布地
蓮 池 集落跡 ザ丁Itr・ P耳 ■( 縄文土器、土師器

下土淵 散布地 策目V・ 草
=イ

て 縄文土器、土師器
栃内山崎 I 散布地 縄 又 縄文土器 (前期末 )、 石斧、石鏃、石刀

栃内山崎 コ 散布地 縄 文 縄文土器 (前期)、 石鏃
栃内鐘突堂 散布地

栃内大楢 散布地 縄 文 縄文土器、石刀

栃内野崎 散布地 縄 文 縄文土器 (前末～中初期)

高室 I 散布地 土 器

砂子沢 I 散布地 縄 文 縄文土器 (中期)

砂子沢Ⅱ 散布地 縄文 縄又土器 (中期 )

横内Ⅱ 散布地 縄 文 縄文土器、土師器

構内 I 散布地 縄文 縄文土器 (中期)

横内Ⅲ 散布地 縄文・ 古代 縄 又 土 器 (早則 )、 土 帥 器

大久保 散布地 絡 V・ 半 写 縄文土器 (早期)、 土師器、須恵器
金ケ沢 I 集落跡 縄 又 縄文土器、石器

金ケ沢 I 集落跡 縄 文 縄文土器

天神 I 散布地 縄 文 縄文土器
天神Ⅳ 散布地 縄 文 縄文土器

ミサザキ蝦夷岩 洞 穴 縄文 縄文土器 (晩 。中・後期)

仄神 Ⅱ 散布地 縄 文 縄文土器

天神Ⅲ 散布地 縄 文 縄文土器
下柳 I 散布地

下 柳 コ 散布地 縄 文 縄文十器 (晩期 )

国影 散布地 土器、石器、石鏃

寒風Ⅳ 散布地 縄 又 縄文土器

寒風 コ 散布地 縄文 縄文土器 (早 ?・ 前期 ?)
寒風Ⅲ 散布地 縄 文 縄文土器 (早 ?・ 前期 ?)、 石鏃

寒風 V 散布地 縄 文 縄文土器 (前期)

宮野目Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器 (早 。前期 )

寒風 I 散布地 縄 文 縄文土器 (早期 )

冨 野 日 I 散布地 縄文 縄文土器 (早期)

蓬田 集落跡
文
世

縄
中

奈良・
縄文土器 (後・晩期)、 土師器

土淵谷地 散布地 縄 文 縄文土器

大 柳 集落跡 絡 V 吉 代 縄文土器、土師器
飛鳥田Ⅱ 散布地 縄文 石 皿

本トノ木 散布地 縄 文 縄文土器
晴山Ⅲ 散布地 縄文 縄文土器
晴 山 散布地 縄 文 縄文土器

晴山Ⅳ 散布地 縄文 縄文土器
赤羽根 I 散布地 縄 文 縄文土器

踊鹿 Ⅱ 散布地 縄 文 縄文土器
散布地 縄文 縄文土器

赤羽根 Ⅱ 散布地 縄 文 縄文土器
長谷場 散布地

権現前 散布地

飛鳥田 I 散布地 縄文 縄文土器、石鏃
沢 田 散布地 縄 文 縄文土器、石鏃、石槍、石匙、石錐

-8-



遺跡名 種 別 時 代 遺 構 ・ 遺 物

安 戸 散布地

新田Ⅱ 散布地 紹 マ ・ 半 写 縄文土器、土師器、須恵器

深沢野Ⅲ 散布地 土器

新 田 散布地 縄 文 縄文土器、石棒

深沢野Ⅱ 散布地 土器

貞長里子フR 散布地 土 器

新里五器洗場 散布地 縄 文 縄文十器

新里間木野 散布地 縄文・古代 縄文土器 (前 。後期)、 土師器、須恵器、石斧、石匙、石鏃
新里新滝 散布地 縄 文 縄文土器 (前期 )

新里愛宕裏 集落跡 縄文 縄文土器

五 国市 Ⅲ 散布地 縄 文 縄 文

五日市Ⅱ 散布地 縄 文

五 国市 I 散布地 縄 文 縄 文

向野 Ⅱ 散布地 紹 マ ・ 吉 代 縄 文

蟻 ケ崎 集落跡 縄文 。古代
晴山V 散布地 縄 文

九重沢 散布地 縄 文 縄文土器
栃洞 Ⅱ 散布地 縄 文 縄文土器 (早 。前 。中 。後・ 晩期 )

中下 散布地 縄 文 縄文土器

合 田 散布地 土 器

八 幡 Ⅱ 散布地 縄 文 縄文土器

/(中占 I 散布地 土器

下 関 散布地 縄 文 縄文土器

栃洞 散布地 縄 文 紹 マ 十 果 、 十 師 果

夫婦石袖高野 集落跡 縄 文 青竜刀形石器、炉跡

〆 田 散布地 縄 文 縄文土器

太 田 散布地 縄文 。平安 石皿、石弾、土師器

館 石 散布地 土器

鳥居長根 I 散布地 縄 文 縄文十器

館山麓 散布地 縄 文 石皿 石鏃

鳥居長根 コ 散布地 縄 文 紹マ十采

赤ナII] 散布地 縄文 縄文土器
小友土室Ⅲ 散布地 縄 文 縄文土器

小友土室Ⅱ 散布地 土器

小友土室 I 散布地 縄 文 縄文土器、石棒

長洞 散布地 縄 文 縄文土器 (後期 )

同 地 散布地 縄文 縄文土器 (晩期)

細越沢 散布地 縄 文 縄文土器 (晩期 )

権現 散布地 縄文 縄文土器、石斧、石鏃
赤ナ|| 散布地 縄 文 縄文土器、石斧、石鏃

清水川 I 集落跡 縄文 縄文土器 (後期)、 石棒、石斧
清水川 Ⅱ 散布地 土器

伊原 散布地 縄文・平安 縄文十器、十師器

瀬 内 集落跡 縄文 縄文土器 (前末～中初期)、 石斧
越 田 散布地 土 器

平倉観音 散布地 縄文 縄文土器 (後末期)、 注口土器
切 掛 散布地 縄 文 縄文土器、石鏃

地崎 集落跡 縄文 縄文土器 (晩期)、 石斧、石箆

平 倉 散布地 縄 文 縄文土器、磨製石斧

林崎 I 集落跡 縄 文
縄文土器 (前末～中初期)、 磨製石斧、土偶、石錐、石匙、
石鏃

平野原 散布地 縄 文 縄文土器 (中期 )、 石器

平野原コ 散布地 縄文 縄文土器

(住田町)

遺跡名 種 別 時 代 遺 構 。 遺 物

新 田Ⅲ 散布地 縄 文 縄文土器 (後期)

新 田山 I 散布地 縄 文 縄文土器 (後期 )

新 田山 Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器 (後期)
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第 5図 周辺遺跡分布図
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Ⅲ 調査方法と室内整理

1.野外調査の方法

(1)グ リッ ドの設定

調査区の地区割 りにあたっては、平面直角座標第X系 (世界測地系)に合わせ基準点 1・ 2、 補点 8点を

設定 し、 これを基準として、調査区に直交するメッシュがかかるようにグリッドを設定 した。設定 した基準

点、補点の座標、最高値は以下の通 りである。

基準点 1(3F① ) X正 -75,592.083  Y=60,149691  H=282.809

基準点 2(6F① ) X=-75,622.083  Y=60,149691  H=284.605

補 点 1(6H② )X=-75,622.082  Y=60,174691  H=283237

補 点 2(6D② )X=-75,622.083  Y=60,134.692  H=285,181

補 点 3(3G② )X=-75,592.083  Y=60,164.691  H=281.855

補 点 4(10H②)X=-75,662.082  Y=60,174.691  H=285.782

補 点 5(10G②)X=-75,662.082  Y=60,164691  H=286.798

補 点 6(10E ②) X=-75,662082  Y=60,144.691  H=288850

補 点 7(12F③)X=-75,687082  Y=60,149.691  H=290.404

補 点 8(12D④) X=-75,687.082  Y=60,134.692  H=290.640

グリッドの設定に際 しては、原点 (lA)を北西側隅にして、10m四方の大グリッドに分割 した。 このグ

リッドの南北方向の北から 1・ 2・ 3… ……の番号を付 し、東西方向の西からA・ BoC… ……のアルファ

ベッドを付 した。さらに大グリッドを 5mメ ッシュに区割 りし、中グリッドとした。中グリットは北西側を

①、北東側を②、南西側を③、南東側を④とし、 lA①、 lA② というように呼称 した。

(2)粗掘りと遺構検出

検出面の深さと層序の確認のため調査区に幅2m程のトレンチを12ヶ 所設定し、土層 。遺物の出土状況・

検出面を確認し、重機による粗掘りを行った後、鋤簾 。両刃鎌を用いて遺構検出を行った。 トレンチの設定

は基準杭設定の前に行っている。 トレンチを設定したおおまかな位置は以下の通りである。

第 1ト レンチ………3H①-3H③-4H①  第 2ト レンチ………2G③-3G①-3G③ -4G①

第 3ト レンチ………2F③-3F①-3F③  第 4ト レンチー……4E②-4E④-5E②

第 5ト レンチ………4G③-5G①      第 6ト レンチ………4H③-5H①-5G④・ 5H③

第 7ト レンチ………5G④-6G①-6F④  第 8ト レンテ………7F①-6F④ 。7F②-6G③

第 9ト レンチー……9H①-9H③ -10H①  第10ト レンチ………8E④-8F① 。8F③

第11ト レンチ………1lE② 。10E ④-10F ③-10F ②-10G①

第12ト レンチ………5D④-6D②・ 6E① -6E③

(3)遺構の精査と実測

検出された遺構は、竪穴住居跡・住居状遺構は4分法、土坑・焼土類については2分法で行ったが、必要

に応じて使い分けた。遺構の平面図および調査区の実測図は竪穴住居跡、陥し穴状遺構、土坑、焼土遺構類

は1/20、 竪穴住居内の炉跡は1/10を基本とした。

(4)写真撮影について
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写真撮影は35mll判 カメラ 2台 (モ ノクロ、カラー・ リバーサル)と モノクローム6× 6 cm判 1台を使用 し、

適宜調査前の調査区、遺構の完掘状況、遺構の断面、遺構の埋土状況等の撮影を行 った。また、調査終了前

に空中写真撮影を行っている。

(5)遺物の取 り上げについて

遺構内の出土遺物については、埋土、床面に分けて取 り上げた。遺構外出土遺物については、一部を除き

一括 して取 り上げた。

(6)遺構の命名

検出された遺構の命名については、種別毎に野外調査中の精査順に通 し番号で 1号竪穴住居跡、 2号竪穴

住居跡等と付 した。室内整理の段階で遺構ごとに再検討 し、番号の付け直 しや遺構名の変更を行っている。

2.室内整理の方法

(1)作業手順

室内整理は、遺物の水洗、出土地点を注記することから始め、遺物の仕分け、接合・復元、拓本作成、実

測、写真撮影、遺物実測図の トレースの順に行った。遺構の実測図については点検・合成の後に トレースを

行い、図版・写真図版の作成を順次進めた。

(2)遺 構

遺構配置図は、発掘調査時に作成 した実測図を基に1/300の縮尺図を作成 し、1/600で 掲載 している。各

遺構図版の縮尺は、規模により1/20、 1/40を用いそれぞれにスケールを付 している。

(3)遺 物

遺物の分類・掲載方法については、第 1に遺構内・遺構外出土によって選別 した。第 2に縄文土器・陶磁

器・石器と種類別に大別 し、第 3に編年・器種・部位別によって分類 した。土器については、遺構内出土の

ものは極力掲載するように努めたが、同種と判断される破片や小破片のものについては掲載 していない。遺

構外出土遺物に関しては一定量の出土量のあるものは掲載に堪えうる遺物を選択 し掲載 している。全体の様

子が窺える資料はできるだけ実測図を作成したが、時間の都合上拓本で済ましているものも多い。破片資料

はほとんど拓本で掲載 した。縮尺率は、縄文時代の上器については1/3(器高30cmを超えるものは1/4)、 土

製品、銭貨、陶磁器については2/3を基本としている。石器については、剥片石器の一部を除き全て掲載 し

ている。ただし、時間の都合上写真のみの掲載が多い。遺構内出土のものは不定形石器を除き極力実測する

ように努めたが、一部写真のみのものもある。遺構外出上の石鏃・尖頭器 。石匙・楔形石器等の出土量の多

い物に関しては形状の似たものから選択 し実測している。接合石器、陶磁器は写真のみの掲載である。実測

図は小型のものは2/3で 、大型のものは1/3を基本とし、遺構内、遺構外の順に掲載しているが一部異なる

ものもある。写真図版については遺構内、遺構外出上のものをまとめ器種ごとに掲載 している。不定形石器

については背面写真を基本に掲載している。

(4)掲載番号について

土器・土製品については遺構内、遺構外の順に、銭貨、陶磁器については種別ごとに 1か ら通し番号を付

している。石器については写真図版を基に器種ごとにSlか ら通 し番号を付 し、遺構内出上のものには写真

図版の番号の下にアンダーラインを付している。

(5)凡 例

図中の土器はP、 石はSの記号で表 し、スクリーントーン等の表現は以下に示すとおりである。なお石器
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の計測については、第 6図に示 した基準で計測 し、観察表にその数値を記入 した。
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A C D F G H I

▲ 焼土遺構

0                  1:600               30m

遺 構 名

1 1号堅穴住居跡

2号堅穴住居跡

3号堅穴住居跡

4 住居状遺構
1号陥 し穴遺構

2号陥 し穴遺橋

3号陥 し穴遺構

1号土坑

2号土坑

3号土坑

4号土玩

5号土坑

6号土坑

7号土坑

8号土坑

9号土坑

10号土坑

11号土坑

12号土坑

1号焼上遺構

2号焼土遺構
3号焼土遺構

4号焼土遺構

5号焼土遺構

6号焼土遺構

7号既土遺橋

8号焼土遺構

9号焼土遺構
10丹韓 土 置 構

11号焼土遺構
12号瞬土愛 績

13号燒土遺構

05

8    ◎6

+基 1

７

０

。

42電59

+基 2     翌劉
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▲29             (、
〔):25  

丸
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▲27
▲30          
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34AA 32
▲33
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牝

‐４
⑨

十 補 7

◎
‐９

14号焼土遺構

15号焼土遺橋

16号暁土遺構

17号瞬 土潰種

18丹韓 十 潰 構

19号既土遺 橋

20号焼土遺構

21号焼土遺桔

22号焼土遺構

2号土坑内焼土

5・ 6号土坑内焼土

4

5

6

7

8

9

第 7図 遺構配置図
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Ⅳ 検出された遺構と遺物

検出された遺構は、縄文時代の竪穴住居跡 2棟、古代の竪穴住居跡 1棟、住居状遺構 1基、土坑12基、焼

土遺構24基である。遺物は、縄文時代の土器13箱分 (T-40規格 (41× 31× 19)コ ンテナ)、 石器類1089点、

土製品17点、石製品 1点、銭貨 6点、中世・近世の陶磁器が 1箱分 (T-14規格 (41× 10× 19)コ ンテナ)

出土 した。 この項では事実を中心に記載 し、考察等についてはまとめの項に記載 している。

1.竪穴住居跡・住居状遺構

1号竪穴住居跡 (第 8・ 9・ 26図、写真図版 3・ 14)

〔位置〕調査区北側の 3H①グリッドに位置する。

〔検出状況〕同グリッド内の岩手県教育委員会生涯学習文化課の試掘 トレンチ跡を延長 したところ、石囲炉

と思われる礫の並びおよび土器を検出した。周囲を清浄 したところV層上面に弧状の黒褐色プランを確認 し

た。

〔重複〕なし。

〔形状・ 規模〕北東側の壁の一部が削平されていたため形状の詳細は不明であるが、検出部分か ら直径3.7

m程の円形を呈するものと思われる。

〔埋土〕黒褐色土を主体とし、 9層に細別される。

〔壁 。床面〕肖」平のため北東側の壁は検出されなかった。東壁も最下部のみの検出である。検出された壁は、

西側で18cm、 南側で22cmを測 り、床面か ら急傾斜で立ち上がっている。床面は平坦でやや締まりがある。

〔柱穴〕 6基検出された。完掘時の位置から推定 して Pl― P3-P4-P6の 四角形を構成する主柱穴の

配置が考えられる。

柱穴No. Pl P2 P3 P4 P5 P6

開口部径 (cm) 19× 22 14× 14 16× 13 36× 23 15× 15 25× 21

深 さ (cm) 435 20.8 45.6 36.0 17.4 414

〔炉〕住居中央部からやや北側に複式炉を検出した。100× 55cmの規模で、二つの石囲が連なる長方形状に

花南岩を組み合わせて構築している。炉は、V層を掘り込んでから炉石を設置している。焼上の厚さは最大

で10cmを測る。

〔出土遺物〕 (1)の土器が 1点、炉脇の住居埋土下層の 4層から出土 している。口縁から胴部の一部で円

筒状の器形を呈 し、日縁内面には焼けはじけがある。縄文時代中期後葉の上器 (大木10式の深鉢)で ある。

〔時期〕出土遺物から縄文時代中期後葉と推定される。

2号竪穴住居跡 (第 10。 11・ 26～ 29図、写真図版 4・ 14～ 16・ 30・ 32・ 34・ 36)

〔位置〕調査区南西側の1lD④ グリッドに位置する。

〔検出状況〕同グリッド付近のⅡ層～Ⅲ層除去中に遺物が集中して出土した。平面図に記録をとり周囲を精

査しながら掘り下げたところ、V層面で方形の黒褐色プランの広がりを確認 した。

〔重複〕なし。
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第 8図  1号竪穴住居跡 (1)

1号竪穴住居埋土断面
1 10YR3/2 黒褐色ンルト 堅く締まる 砂礫を含む
2 10YR5/6 黄褐色ンルトに5層が混じる 堅く締まる
3 10YR2/1 黒色粘質ンルト やや堅く締まる 粘性は強い 小礫わずかに合む
4 10YR3/4 暗褐色シルト しまりややゆるい 炭化物わずかに含む
5 10YR2/3 黒褐色ンルト やや堅く締まる 小礫,炭化物わず湖こ含む 3層混じる
6 10YR3/2～ 3/3 黒褐色～暗褐色ンルト 木の根のためしまりゆるい
7 10YR4/4～ 4/6 褐色ンルト 小礫含む
8 10YR4/6 褐色シルト やや堅く締まる 小礫合む 木の根が混入し、黒褐色の濁りあり
9 10YR5/6 黄褐色シルト 堅く締まる 小礫多く粘性弱い

0            1:40           2m
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゛

D       L=281.500m       Di

1号竪穴住居炉埋土断面
1 10YR2/3 黒褐色シルト 3層と同じであるが3層より礫多く含む
2 10YR2/1～ 2/2 黒色～黒褐色シルト
3 10YR2/3 黒褐色シルト 下部褐色土と風化した花南岩混じる
4 10YR4/4 褐色シルト 13層類似であるが、13層よりやや明るい
5 10YR3/4～ 4/4 暗褐色～褐色 13層混じる
6 10YR3/4～ 4/4 暗褐色～褐色シルト 14層に13層が混じったもの
7 10YR4/4 褐色シルト 19層が濁ったもの
8 10YR3/3 暗褐色シルト 19層の責褐色土混じる
9 10YR3/4 暗褐色シルト
10 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性はやや強い 15層 に黄褐色土やや混じる
11 10YR3/3 暗褐色シルト 堅く締まる 基本的には15層であるがやや明るい

E          L=281.500m          EI

12 10YR4/3 にぶい黄褐色 やや堅く締まる
13 10YR4/4 褐色シルト
14 10YR3/4 暗褐色シルト 小礫全体に含む
15 10YR2/3～3/3 黒褐色～暗褐色ンルト 上部に炭化物含む
16 75YR4/4 褐色ンルト 15層 が被熱されたもの
17 10YR2/1 黒色シルト
18 75YR4/4 褐色焼土

男 I脇伐 講 岳老占うレト予彗4稀患拿綸 蝶を纂 離 は恥 鯛
21 10YR5/4 にない責褐色砂質土 粘性なし (Ⅶ層)

第 9図  1号竪穴住居跡

〔平面形 。規模〕北東壁の一部は検出できなかった。詳細については不明であるが、検出部分か ら長軸3.1

m、 短軸2.7mの 長方形を呈するものと思われる。

〔埋上〕黒褐色土を主体とし、 8層に細別される。南西から北東の上層断面は一部不手際により確認 してい

ない部分がある。また、住居上面の遺物集中区については住居の埋土上面の土と似ていることか ら検出面よ

り上面に壁の掘 り込みがあったものと思われる。焼土については焼成部が平面的な広がりを示さず、焼土粒

がブロック状に含まれていたため異地性の焼土 (廃棄されたもの)と判断 した。

〔壁・ 床面〕北東側の壁の一部が肖1平 されていた。検出された壁の壁高は、北西側と南西側が18cln、 南東側

が15cm程を測 り、床面からやや急傾斜で立ち上がる。床面は平坦でやや締まりがある。
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馨撃濯引

<
号竪穴住居埋土断面
10YR3/2 黒褐色シルト しまりゆるい
10YR2/2 黒褐色シルト しまりややゆるい 上面に炭化物含む
10YR3/2 黒褐色砂質土 粒子状の地山再堆積土多く含む
10YR2/3 黒褐色ンルト 粒子状の地山再堆積土、小礫含む
10YR2/2 黒褐色シルト しまりゆるい
10YR4/3 1こぶい責褐色砂質土 汚れた地山の再堆積と根による攪舌し
10YR2/1 黒色シルト しまりゆるい 焼土粒多量に含む他は5層に類似
10YR3/2 黒褐色シルト しまりゆるい 地山再堆積土に焼土粒含む

0             1:40           2m

L=289.500m

L=289500m

， こ
〇
〇
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2号竪穴住居炉埋土断面
1 5YR4/4 にぶい赤褐色焼土
2 10YR2/2～ 2/3 黒褐色シルト
3 10YR3/4～ 4/4 暗褐色～褐色シルト 被熱あり
4 10YR2/2 黒褐色ンルト 6層及び炭化物をわずかに含む
5 10YR4/6 褐色ンルト 堅く締まる (地山Ⅳ層下～V層 )

6 10YR3/4～ 4/4 暗褐色～褐色砂礫土 堅く締まる (Ⅵ層)

7 10YR4/4～ 5/4 褐色～にぶい黄褐色砂礫土 しまりゆるい `層より粒子は粗い (Ⅵ層)

0             1:20            1m

第10図  2号竪穴住居跡

C'

L=289600m

―-18-―



、、、  +1lE③

出土土器
A:No 16。 N017 B:Nd14・ Nは15 C INdll
DI血10・ 配13 G:醜12    Hキh9
1 :Nα13        J :Nは 10        K :No 7 。No 8 。N012

へ
∂

¬lE③ A

21号焼土

第11図  2号竪穴住居跡埋土上面遺物出土範囲

第12図  3号竪穴住居跡
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〔柱穴〕北壁際に 1基検出した。長軸40cm、 短軸37cnの 不整の円形を呈 し、深さは27.4cmで ある。

〔炉〕石囲炉を 1基検出した。北側を構築する炉石は検出できなかったが、赤褐色の焼土の広がりを確認 し

ている。炉は掘り込んで花南岩を炉石として設置 しており、炉石を検出できなかった北東側においても、掘

り込み跡が確認されていることから、抜け落ちたと推測され、方形基調であったものと思われる。検出部分

での焼上の最大厚は10cmである。

〔出土遺物〕住居のベル トおよび埋土から後期前葉の土器片が出土 している。検出面上面の出土遺物につい

ては出土範囲をA～ Kで表 し、掲載 した土器のみ出土地点に番号を記 している。なお検出した焼土について

はすべて異地性のものと判断 し焼土範囲のみを図に記 した。図は上面が①、中面が②、下面が③で標高は

289.5m～ 289,37mの 範囲である。住居検出面は289.35mで 住居検出面 との差は20cm程である。本遺構があ

る程度埋没 した状況で焼土とともに土器や石器などの遺物を廃棄 したもので本遺構とあまり時期差のないも

のと思われる。 このため、これらの遺物については本住居出土遺物として扱った。住居検出面下面から出土

したものは、 (2)～ (5)である。 (2)は炉の埋土中から出土 した皿形 ?土器で縄文の施されていない

無文の土器である。(3)と (4)に は刻みのある隆帯が貼り付けられている。(5)はベル ト1層から出土

した ミニチュア土器で、無文丸底で胴部 と底部の間に段を有する。検出面より上面から出土 した遺物は、

(6)～ (17)で、それぞれの出土位置は観察表及び第11図に記 している。 (13)|よ器形および文様構成か

ら宮戸 Ib式 (後期前葉)に比定されるものである。 (16)は ミニチュア土器で、内外のほぼ全面に炭化物

が付着 している。器形は胴部に膨 らみをもち、回縁は外反する。 (17)は 壼形 ?の ものと思われる。全面に

縄文が施されている。他に土器片が 9号袋で 2袋、石鏃 9点 (S9。 S30。 S31・ S46～ S51)、 楔形石器 2点

(S85。 S86)、 不定形石器 8点 (S96～ S99。 S149。 S169。 S187・ S188)、 敲磨器 1点 (S203)、 瑛状耳飾 1点

(S207)が 出土 している。土器はほとんどが胴部小破片であるため掲載 していない。焼土は上面から22号焼

土、23号焼土、24号焼土である。

〔時期〕出土遺物から後期前葉と推定される。

3号竪穴住居跡 (第 12図、写真図版 5)

〔位置〕調査区12E ③グリッドに位置する。

(検出状況〕鋤簾による遺構検出の際、黒褐色土に黒褐色～黒色土の方形プランを検出した。表土から浅い

ため根による攪乱をかなり受けている。

(重複〕なし。

〔形状・規模〕規模は4.6m× 3.lmの 不整長方形である。

〔埋上〕黒褐色～黒色土を主体としている。

〔壁・床面〕攪乱及び削平のため不明である。

〔施設〕検出できなかった。

〔出上遺物〕なし。

〔時期〕埋土および形状から古代の住居である可能性が高い。

住居状遺構 (第 13・ 29図、写真図版 5・ 16・ 30・ 33)

〔位置〕調査区中央の 6F④ グリッドに位置する。

〔検出状況〕表土除去後のV層 において黒褐色のプランを検出した。周囲を精査 したところ長方形の広がり
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を確認 した。

〔重複〕なし。

〔形状 。規模〕近隣遺跡同様に本遺構も壁際に溝が検出されるものと思い掘 りすぎてしまった。波線は上場

及び下場の推定線である。平面形は検出時に確認 した不整長方形になるものと思われる。ベル ト断面から規

模は3.9m× 3.Omと 推定される。

〔埋土〕黒褐色土を主体とし、14層に細別される。風化 した花南岩の小礫を含む層が多い。埋土上面には十

和田火山起源の中諏火山灰の褐色ブロックが混 じる。

〔壁・床面〕ベル ト断面から壁高は南西壁26cm、 北西壁12cm、 北東壁10cm、 南東壁20cm程 である。床面

は固く締まっている。

〔柱穴〕検出されなかった。

〔炉〕検出されなかった。

〔出土遺物〕埋土中から土器の小破片が 8点、石器が 2点出上している。土器は (18)の 1点のみ掲載した。

(18)は 13層から、(Sl)の石鏃は 8層から、(S126)の不定形石器は 7層からそれぞれ出土 している。

(18)は胴部破片である。原体は複節 (LRL)で胎土に繊維を含む。

〔時期〕出土遺物は破片で出土数も少なく時期決定の要素を欠くものと思われる。時期は不明である。

2.陥 し穴状遺構

1号陥し穴状遺構 (第 14・ 29図、写真図版 6・ 16・ 38)

〔位置〕 3E①～ 3E②グリッドに位置する。

〔検出状況〕表土除去後のⅣ層面で方形の攪乱土と薄い黒色のしみ状の広がりを確認 した。半裁 したところ

下方に弧状の黒褐色プランを確認 した。

〔重複〕なし。

〔形状 。規模〕長軸2.15m、 短軸1.95mの 不整円形を呈する。断面形はおおむね台形状を呈 し検出面からの

深さは1.12mで ある。

〔埋土〕暗褐色を主体とし、17層 に細別される。風化 した花南岩の粒子を含む層が多い。 1層、 2層は攪乱

土である。

〔壁・底面〕V層～Ⅷ層を壁とし、底はⅧ層である。壁は底から急傾斜で立ち上がっている。底面には長軸

30clll、 短軸27cmの 円形の副穴がある。副穴の深さは29.7cmである。

〔出土遺物〕 3層下面から (19)。 (20)の土器が出土 している。胎土に繊維を含むものである。

〔時期〕形状から縄文時代早期末葉～前期初頭のものと思われる。

2号陥し穴状遺構 (第14図、写真図版 6)

〔位置〕 2F④ グリッドに位置する。

〔検出状況〕V層面でしみ状に広がる薄い黒色の広がりを確認した。

〔重複〕なし。

〔形状・規模〕長軸1.88m、 短軸1.63mの 不整円形を呈する。断面形はおおむね台形状を呈 し検出面からの

深さは94cmである。
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AIA

2号陥し穴状遺構埋土断面
1 10YR2/2 黒褐色シルト 根による攪乱あり 風化した花商岩ブロック含む
2 10YR2/1 黒色シルト 粘性やや強い 根による攪乱あり

!認翻 惇摂黒蚤名とシ押(R浙解
土悧 剛 明色上の混合土 小礫含む

5 10YR4/4 褐色シルト 砂質で粘性なし 砂礫含む
6 10YR3/4 暗褐色ンルト しまりややゆるい
7 10YR4/4 褐色 粘性なし 風化した花筒岩を多量に含む
8 10YR2/3 黒掲色シルト 少量の炭化物と小礫を含む

L=283300m

号陥し穴状遺構埋土断面                             11

認¥島χ
l黒長渠!サちヤ線螢繋纏る縦やや碑ヽ      髯

10YR2/2 黒褐色ツルト 粘性やや強い わずかに小礫含む            14

料 聯 畳悟色サ竹ヤ 瑠 辮 3ぢ 堤亀キ亀名筆
に含む 鋤 〔醐 含む

据
10YR3/2～ 3/3 黒褐色～暗褐色シルト 粘性強い わずかに小礫含む       17
10YR3/2～ 3/3 黒褐色～増褐色シルト やや堅く締まる 掲色土多量に含む 小礫含む18

10YR2/3 黒褐色シルト 堅く締まり粘性も強い 小礫と褐色土含む        19
10YR4/6 褐色シルト 堅く締まる 粘性弱い 小礫多い
10YR4/6～ 5/6 褐色～黄褐色シルト 粘性やや弱い 小礫多量に含む

10YR2/3～ 3/3 黒褐色～暗褐色シルト 粘性強い 直径5mm程の礫をわずかに合む
10YR5/6 黄掲色シルト しまりやや強い 粘性なし 小礫多量に含む
10YR3/4～ 4/4 暗褐色～褐色シルト 粘性なし 小礫多量に合む
10YR4/6 褐色シルト 粘性弱い 小礫と直径5mm程の礫合む
10YR4/4～ 4/6 褐色砂質土 しまりややゆるい 粘性なし 炭化物わずかに合む
10YR3/3 暗褐色シルト しまりややゆるい 粘性やや強い 砂礫含む
10YR5/4 にぶい黄掲色砂質上 しまりゆるい 粗砂で粘性なし
10YR4/4～ 4/6 掲色砂質上 しまりややゆるい 粘性なし
10YR3/2～ 3/3 黒褐色～暗掲色シルト 粘性弱い 小礫多い

0             1:40           2m

第14図 陥 し穴状遺構
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〔埋上〕上部黒褐色、下部暗褐色土を主体とする8層に細別される。風化した花蘭岩の粒子を含む層が多い。

〔壁・底面〕V層～Ⅷ層を壁とし、底はⅧ層である。壁は底から急傾斜で立ち上がっている。底面には長軸

43cm、 短軸29cmの楕円形の副穴がある。副穴の深さは35.7cmで ある。

〔出土遺物〕埋土中から胎上に繊維を含む土器の小破片等が 4点出土している。

〔時期〕形状から縄文時代早期末棄～前期初頭のものと思われる。

3号陥し穴状遺構 (第 14・ 29図、写真図版 6。 16・ 31・ 33)

〔位置〕 4F④～ 4G①グリッドに位置する。

〔検出状況〕表土除去後のV層面での検出である。

〔重複〕なし。

〔平面形 。規模〕長軸2.38m、 短軸1.23mの 不整の楕円形を呈する。断面形は台形状を呈 し、検出面からの

深さは80cmで ある。

〔埋土〕上部黒褐色土、下部暗褐色土を主体とする19層 に細別され、レンズ状の自然堆積である。風化した

花南岩の粒子を含む層が多い。

〔壁・底面〕V層～Ⅶ層を壁とし、底はⅦ層である。壁は底面から急傾斜で立ち上がる。

〔出土遺物〕埋土上面から (21)の土器、(860)の 尖頭器、(S127)の 不定形石器が出土している。

〔時期〕不明であるが、形状から縄文時代と思われる。

3.土坑

1号土坑 (第 15・ 30図、写真図版 6・ 35)

〔位置〕調査区 2E④グリッドに位置する。

〔検出状況〕表土除去後のⅣ層面での検出である。

〔重複〕なし。

〔形状・規模〕開口部径1.76mのほぼ円形を呈す。断面形状は浅鉢状を呈し検出面からの深さは60cmを 測る。

〔埋土〕上部黒褐色土、下部は暗褐色土を主体とする。22層 に細別される。風化した花蘭岩粒子を含む層が

多く、埋上下層には薄く広がる炭化物の層がある。レンズ状の自然堆積である。

〔壁・底面〕V層面を掘り込んでいる。

〔出土遺物〕埋土上層の12層から (S202)の 敲磨器が出土している。

〔時期〕縄文時代のものと思われる。

2号上坑?(第 15・ 29図、写真図版 7・ 16・ 32～34・ 36・ 37)

〔位置〕 5E②～ 5F①グリッドに位置する。

〔検出状況〕表土除去後のⅣ層下面～V層 において、石器 (接合石器等)ん 集ゞ中して検出された。周囲を精

査したところ木の根の攪乱とも取れる黒色のしみ状の広がりを確認 した。半裁したところ焼土が検出された

ため土坑の可能性があると判断し、この項に含めた。

〔重複〕なし

〔形状・規模〕開田部径1.3m× 1.lmの 不整の楕円形を呈する。焼土底面が底と考えられる。検出面から深
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0             1:40           2m

第15図 上坑 (1)

さは10cm程である。

〔埋上〕 3層に細別しているが、 2層・ 3層はV層およびⅥ層が木の根の攪乱を受けているものと思われる。

〔壁・底面〕根による攪乱もあり、焼上下は濁っていた。周囲は砂礫層である。底は焼土下の 1層下面にな

るものと思われる。土坑の上面が削平されたものか、あるいは石器製作に関連する施設の存在が考えられる。
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〔焼土〕56cm× 20cmの不整形で厚さは最大 8cmを計る。異地性の焼土の可能性もある。焼土内には石器の

剥片が含まれている。根による攪乱のためかかなり濁っている。

〔出土遺物〕剥片石器が焼土上面の埋土および周囲から9号袋で 2袋程出土している。一部接合されたもの

も存在する。(22)は 焼土半裁時に出土 した土器である。原体は 0段多条で同一原体を用い方向を変え施文

し、羽状の文様をなしている。胎土には繊維を含む。(S208)。 (S209)・ (S210)は 出土石器を接合したもの

である。写真のみ掲載している。      ´

〔時期〕縄文時代のものと思われる。

3号土坑 (第 16図、写真図版 7)

〔位置〕 4G③グリッドに位置する。

〔検出状況〕表土除去後のV層面での検出である。東側はやや攪乱されている。

〔重複〕なし。

〔形状・規模〕開口部径1.03m× 0.96mの 円形を呈する。断面形状は壁が開田部より広がる袋状を呈 し、検

出面からの深さは58cmを測る。

〔埋上〕黒褐色土を主体とし、13層 に細別される。風化 した花南岩粒を含む層が多い。

〔壁・底面〕壁はV層～Ⅶ層で礫層を底としている。

〔出土遺物〕埋土上面から土器の小破片が 3点出土 している。

〔時期〕不明である。

4号土坑 (第 16図、写真図版 7)

〔位置〕 6G①～ 6G④グリッドに位置する。

〔検出状況〕表土除去後のⅣ層面での検出である。

〔重複〕なし。

〔形状・規模〕開田部径115m× 1.00mの 不整な円形を呈 し、検出面からの深さは34clnを 測る。断面形は浅

鉢状である。

〔埋土〕暗褐色土を主体とする5層に細別される。全体に炭化物を含み締まりがゆるい。埋め戻した可能性

もある。

〔壁・底面〕Ⅳ層～Vtt。

〔出土遺物〕なし。

〔時期〕不明であるが、埋土および炭化物の状態から新しい可能性がある。

5号土坑 (第 17・ 30図、写真図版 7・ 16)

〔位置〕1lE③ グリッドに位置する。

〔検出状況〕上面の17号焼土半裁時の精査中に黒褐色のプランをわずかに検出した。Ⅲ層面での検出である。

〔重複〕 6号土坑と切り合っている。

〔形状 。規模〕 6号土坑と切り合っているため、詳細は不明であるが検出部から平面形状は砲弾型を呈する

ものと思われる。断面形状は浅鉢状を呈し、検出面からの深さは20cm程である。底部の窪みは花南岩が抜け

た跡で意図的要因は低いと思われるが顕者なので図に記 した。
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〔埋土〕 3層 に細別され、 1層 は基本土層のⅡ層とⅢ層の混合上で、埋め戻 している可能性がある。

〔壁・底面〕Ⅲ層・Ⅳ層を壁とし、底はV層である。

〔出土遺物〕 (23)の 土器が出土 している。胴部に膨 らみをもち口縁は外反する。無節の縄文 (L)を原体

とし原体の末端結節による綾繰文をもつ。国縁部はナデによる調整が施され無文である。

〔時期〕出土遺物から後期前葉の可能性がある。

6号土坑 (第 17・ 30図、写真図版 7・ 8・ 16)

〔位置〕1lE③～1lE④ グリッドに位置する。

〔検出状況〕上面の17号焼土を除去 し、 5号土坑精査中に切 り合いを確認 した。Ⅲ層面での検出である。

〔重複〕 5号土坑と切 り合っている。

〔形状 。規模〕 5号土坑と切り合っているため詳細は不明である。断面形状は浅鉢状を呈 し、検出面からの

深さは32cmを測る。

〔埋土〕 4層 に細別される。主体は風化 した花蘭岩、炭化物を多量に含む黒褐色土である。

〔壁 。底面〕Ⅲ層・Ⅳ層を壁とし、底はV層で、 5号土坑より上面に位置する。

〔焼土遺構〕28cm× 10cmの 範囲に厚さ 7 cm程 の焼土を確認 している。焼土下面の 3層 は 5号土坑の 1層に、

4層 は基本層序Ⅵ層にあたる。 5号土坑に一部入るが焼土の底が本遺構の底と同じ高さであることから本遺

構に伴 うものと思われる。

〔新旧関係〕焼土が両土坑に入り込んでいることと、焼土の底が 6号土坑の底と同じ高さで 5号土坑の埋土

が焼土下にあることから6号土坑が新 しく5号土坑が古いものと思われる。両土坑出土の上器は接合されな

かった。

〔出土遺物〕埋上の 2層から (24)の上器が出土 している。胴部に膨 らみをもち、口縁部はやや外に開 く。

単節の縄文 (LR)を原体 とし、原体の末端結節による綾繰文をもつ。口縁部はナデによる調整が施され無

文である。

〔時期〕出土遺物から後期前葉の可能性がある。

7号土坑 (第 16・ 30・ 31区、写真図版 8。 17・ 18)

〔位置〕1lD③～12D① グリッドに位置する。

(検出状況〕Ⅳ層面に黒褐色の不整形のプランを検出したが、重機による攪乱のため当初は土坑とは気付か

なかった。多量の上器片が出土 したことから土坑と判断 した。

〔重複〕なし。

〔形状・規模〕土坑周辺が攪乱されているため詳細は不明である。検出部から長軸1.1lm、 短軸0,96mの 不

整円形と推定される。断面形状は浅鉢状を呈 し、検出面からの深さは32cmを測る。

〔埋土〕粘性のある黒褐色土を主体とし、 しまりはゆるい。

〔壁・底面〕V層である。

(出土遺物〕 (25)～ (34)の 10点 を掲載 した。他に土器の小破片が 9号袋で 1袋出上 している。土坑出土

土器として一括 して取 り上げた。ただ し (25)は 土坑脇の攪乱土から出土 したもの、 (31)の 破片のほとん

どは土坑周辺からの出土で口縁の一部のみが土坑内からの出土である。土坑上面の攪乱に伴い、破片が周囲

に広がった可能性 もあるため本土坑内出土遺物として扱っている。 (27)～ (31)は壺形の上器で、(27)の
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北G①

A―十一一下~~~生型生型鯉二______一 Ai

3号土坑埋土断面
1 10YR2/1 黒色シルト 堅く締まり粘性強い
2 10YR5/6 黄褐色シルト 堅く締まる 小礫多く粘性なし
3 10YR3/4 暗褐色シルト ややゆるい 小礫含む 上層に炭化物含む
4 10YR2/3～ 3/3 黒褐色～暗褐色ンルト 10YR5/6責 褐色ンルトと小礫含む
5 10YR4/4～ 4/6 褐色シルト しまりややゆるい 粗砂を含む
6 10YR2/1 黒色シルト 堅く締まり粘性強い
7 10YR2/2 黒褐色シルト しまりややゆるい
8 10YR2/2 黒褐色シルト 粘性やや強い 粗砂をわずかに含む
9 10YR3/4 暗褐色シルト しまりややゆるい 3層類似 粘性は3層より強い
10 10YR2/3 黒褐色ンルト しまりややゆるい 小礫をわずかに含む
11 10YR3/4～ 4/4 暗褐色～褐色ンルト しまりゆるい 中礫を多く含み粘性なし
12 10YR2/2～ 2/3 暗褐色ンルト 粘性強い 13層 に褐色土と小礫が混じったもの
13 10YR2/2～ 2/3 暗褐色ンルト 粘性強い

L=283.300m

3

4号土坑埋土断面
1 10YR2/2～ 2/3 黒褐色シルト 粘性やや強い 炭化物を含む
2 10YR2/3 黒褐色ンルト 1層・〕層の混合土 炭化物を含む 根による攪乱の為しまりはゆるい
3 10YR3/4 暗褐色シルト しまりややゆるい 木の根が入る
4  10YR3/4～ 4/4 暗褐色～掲色ツルト しまりややゆるい 炭化物・小礫を合み、 3層混じる
5 10YR3/4～ 4/4 暗褐色～褐色ンルト しまりややゆるい 演化物・小礫を含む

4号土坑

7号土坑

AiA

い
'

2D①から
東に lm

第16図 土坑 (2)

AlA
L=290200m
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マヽ

△  5号
土坑

η｀

5号・ 6号土坑焼土

背2E②

L=289,400m

トレンチ
P    P P

5号土坑埋土断面
1 10YR2/1 黒色ツルト しまりややゆるい 粒状の小礫多量に合み、一部上層に焼土粒,炭化物を含

む 土器出土
2 10YR2/2 黒褐色シルト しまりゆるい 粒状の小礫多量に含む
3 10YR3/1 黒褐色ンルト しまりややゆるい 黒色土とⅣ層の混合土

BI

6号土坑埋土断面
1 10YR3/1 黒褐色ンルト 炭化物含む 壁が崩れて流れ込んだ土と思われる

トレンチ
2 ЮY町1島

嬰乳h劉撞選 懸
筵 に含む 齢 ・財腑 む

3 10YR2/1 黒色ツルト しまりゆるい 根による攪乱で1層が落ち込んだものと思われる
4 10YR2/2 黒褐色シルト Ⅲ層土多く含む

8号土坑 苛2E②

9号上坑

cと=289 100m c,

1

、ノどE菫受≡ヨLT2

・6号土坑内焼土
75YR4/6 褐色焼土
10YR3/2 黒褐色砂質土 しまりややゆるい 焼土粒混じる
10YR3/1 黒褐色ンルト 小礫含む (5号土坑の1層 )

10YR4/3 にぶい黄褐色砂質土

L=290000m

8号土坑埋土断面
1 10YR2/1 黒色シルト 粘性やや強い 直径3mm程の炭化物含む

争 認学罷分 員色銑 雫・ 籍程解 ミ躁宴纂邸融窒魯率勇鳥こ封 鞠 土
4 10YR3/1 黒褐色シルト 根による績乱の為しまりはゆるい 粘性やや強い
5 10YR6/6 明責褐色シルト しまりゆるい 粘性やや強い V層の再堆積

もしくはV層が根による攪乱を受けたもの

Al

L=289,800m
AI

9号土坑埋土断面
1 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト しまりゆるい 底部に10YR3/1黒褐色ツルト混じる

:器謗!紬(ゝ叫象昂喜暴t歩卿 橙】扇ど幡
い

0             1:40           2m

第17図 土坑 (3)

古2D②

れE③
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内外面および (30)。 (33)の 外面には赤色顔料の施された跡が確認される。(27)は 切断蓋付土器である。

(33)。 (34)は 同一個体の可能性がある。

〔時期〕出土遺物から後期前葉の墓墳の可能性がある。

8号土坑 (第 17・ 31図、写真図版 8・ 18)

〔位置〕12D①～12D② グリッドに位置する。_

〔検出状況〕V層面での検出である。

〔重複〕なし。

〔形状 。規模〕長軸88cm、 短軸78cmの 不整円形を呈する。深さは34cmを測り、断面は壁が開口部より広がる

袋状である。

〔埋上〕黒色土を主体とする5層に細別される。人為堆積の可能性がある。

〔壁・底面〕V層である。

〔出土遺物〕(35)。 (36)の上器を掲載した。他に 4号袋で 1袋 ほど土器の小破片が出土している。いずれ

も埋土上面からの出上である。

〔時期〕不明である。

9号土坑 (第 17・ 31図、写真図版 8・ 18)

〔位置〕12D②～12E ①グリッドに位置する。

〔検出状況〕V層面での検出である。

〔重複〕なし。

〔形状 。規模〕長軸1.34m、 短軸1,12mの不整円形を呈する。深さ24cmを測り、断面形状は浅鉢状である。

〔埋土〕 3層に細別される。根による攪舌しを受けている。

〔壁 。底面〕V層である。

〔出土遺物〕埋土上面から土器片が出土 している。 (37)。 (38)の 2点を掲載 した。

〔時期〕不明である。

10号土坑 (第 18。 19・ 31・ 32図、写真図版 8。 9・ 18。 19)

〔位置〕13E② グリッドに位置する。

〔検出状況〕表土除去後、土器が多数出土した。周囲を精査し、私道及び調査区外に延びる部分にサブトレ

ンチを入れ、不整の方形プランを確認した。V層面での検出である。

〔重複〕なし。

〔形状 。規模〕東側が私道、南側が調査区外に延びるため形状の詳細については不明である。また、検出部

も本の根によりかなり攪乱されている。断面形状は浅鉢状を呈し、検出面からの深さは18cmである。

〔埋土〕暗褐色土を主体し、 9層に細別される。10層 と11層 は地山である。 1層・ 2層から土器が出土して

いる。

〔壁・底面〕V層である。

〔出土遺物〕(39)～ (42)の 上器が出土している。出土量が多いため上面と下面に分けて平面図に記録し

た。①が上面、②が下面である。出土 した土器はすべて深鉢である。 (39)|よ口縁に山形状の突起をもち、
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0              1:20             1m

第18図  10号土坑土器出土状況

バ
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②第2面
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★3E②

11号土坑

12号土坑

L=290900m

10号土坑埋土断面

11号土坑埋土断面

Ａ
λ
勺

L=289.900m

12号土坑埋土断面

1紳i軸:申≒ユ景i:i†す才飴
む

刀
付

ナ 3G①

第19図 上坑

(40)は平口縁でほぼ直立する。共に胴上部に膨らみをもち、日縁部はナデによる調整が施され無文である。

(40)の 頸部には一条の沈線が施され口縁の無文部と胴部の縄文部を区別している。胴部上方には単節の縄

文 (LR)、 下方には複節の縄文 (RLR)をそれぞれ原体とし、複節縄文の原体は末端結節である。(42)は

磨消技法を用いた 8単位の文様構成をとる。すべて後期前葉の土器である。

〔時期〕出土遺物から後期前棄と推定される。
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11号土坑 (第 19図、写真図版 9)

〔位置〕13E①～13E ②グリッドに位置する。

〔検出状況〕V層面での検出である。

〔重複〕なし。

〔形状・規模〕南西側が調査区外に延びているため、詳細は不明である。検出部分から長軸1.67m、 短軸1.

55mの不整の円形を呈すると思われる。断面形状は浅鉢状を呈し、検出面からの深さは29cmを測る。

〔埋上〕 9層に細別される。レンズ状の自然堆積である。

〔壁 。底面〕V層である。

〔出土遺物〕なし。

〔時期〕出土遺物が無く時期不明である。

12号土坑 (第 19図、写真図版 9)

〔位置〕12F④ グリッドに位置する。

〔検出状況〕表土除去後の精査中に黒色の楕円形のプランを検出した。削平のためⅥ層面での検出である。

〔重複〕なし。

〔平面形・規模〕長軸158m、 短軸1.3mの 不整の楕円形を呈する。検出面からの深さは36cmを測り、断面

形状は浅鉢状を呈する。

〔埋上〕黒褐色土を主体とする4層に細別される。埋土の各層には礫やⅦ層の砂土が含まれている。人為堆

積と思われる。

〔壁・底面〕Ⅶ層である。

〔出土遺物〕なし。

〔時期〕縄文時代の墓装の可能性がある。

4.焼土遺構

24基検出した。異地性の焼土 (5号 。18号 。19号・ 2号竪穴住居跡上面焼±20号～22号)については焼土

範囲のみを図に掲載し、土坑内から検出された焼土については土坑の項に記載している。 1号～ 4号焼土、

6号～ 9号焼土、11号～15号焼土は一定間隔を置いて検出されており、竪穴住居跡に伴う焼土の可能性も考

えられるが住居の壁や柱穴は検出されていない。 1号～ 4号焼土およびH号～15号焼土検出直前の層には十

和田火山起源の中撤火山灰の褐色ブロックが含まれていた。焼土は全般に根による攪乱を受けている。

1号焼上遺構 (第 21図、写真図版 9)

〔位置〕 6G②グリッドに位置する。

〔検出状況〕Ⅳ層面での検出である。

〔重複〕なし。

〔規模・形状〕70cm× 50cmの 範囲に、厚さが約 6 cmの焼土を確認した。

〔出土遺物〕なし。

〔時期〕検出面から縄文時代前期の可能性がある。
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瑚
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⑬
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浄5号焼土

伊 6号焼土     十
7G②

裂警力号焼上

《∋
8号焼上

・ 7G③      塊④

9号焼土 他

0          1i150 6m

■6G?△
第20図 焼土列

1号焼土断面
1 75YR4/6

A  L=283.500m  Al

暗褐色シルト しまりかなりゆるい 粘性はやや強い 木の根による攪乱あり
暗褐色シルト しまりはゆるい
褐色シルト やや堅く締まる 粘性弱い 小礫を含む
暗褐色シルト しまりゆるい 本の根による攪乱あり
褐色ンルト 堅く締まる 木の根入る
黄褐色シルト 粘性やや強い
褐色シルト

AI

1号焼土

2号焼土

75YR3/4
75YR3/4
10YR3/3
10YR3/3
10YR4/6

10YR3/4
10YR4/6
10YR5/6

10 10YR4/6

■GH①

号焼上断面

→

静専枠離騒艶雲格爾櫂慾j争

4識1苺饂 評程鷲綜悟琶殿偕君色ゴX幹黎爺息姶 じる帷を含む

0             1:40           2m

第21図 焼土遺構 (1)

75YR4/6 褐色焼土
10YR4/6 褐色シルト やや赤味を帯びる

器聯～掃
'樫

絶鳥か
'卜

4麗替fむ 木の根によ鵡乱あり

群 聯
～
龍 デ請イ

瑚
更鼎糧4群

踊 m程の礫多罰輸 み粘躙 悧 D
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2号焼上遺構 (第 21図、写真図版10)

〔位置〕 6G② グリッドに位置する。

〔検出状況〕Ⅳ層面での検出である。木の根の下部からの検出で、根による攪乱をかなり受けている。

〔重複〕なし。

〔規模・形状〕180cln X 86cmの範囲に、厚さが約14cmの 焼土を確認した。

〔出土遺物〕なし。             ´

〔時期〕検出面から縄文時代前期の可能性がある。

3号焼土遺構 (第 22図、写真図版10)

〔位置〕 6H① グリッドに位置する。

〔検出状況〕Ⅳ層面で検出した。

〔重複〕なし。

〔規模・形状〕134cm× 110cmの 範囲に、厚さが約 6 clllの 焼土を確認 した。

〔出土遺物〕なし。

〔時期〕検出面から縄文時代前期の可能性がある。

4号焼上遺構 (第 22・ 32図、写真図版10・ 19)

〔位置〕 6H① グリッドに位置する。

〔検出状況〕Ⅳ層面での検出である。

〔重複〕なし。

〔規模・形状〕74cm× 54cmの 範囲に、厚さが約 6 cmの焼土を確認 した。

〔出土遺物〕焼土上面から (43)の土器が出土している。日縁部には綾繰文、胴部には0段多条の原体によ

る羽状縄文が施文されており、胎土には繊維を含む。

〔時期〕検出面から縄文時代前期の可能性がある。

6号焼土遺構 (第 22図、写真図版10)

〔位置〕 7G① グリッドに位圏する。

〔検出状況〕V層面での検出である。

〔重複〕なし。

〔規模 。形状〕104clll× 50cmの 範囲に、厚さが約 6 cmの焼土を確認 した。

〔出土遺物〕なし。

〔時期〕不明である。

7号焼土遺構 (第22図、写真図版11)

〔位置〕 7G① グリッドに位置する。

〔検出状況〕V層面での検出である。

〔重複〕なし。

〔規模・形状〕96cm× 61cmの範囲に、厚さが約 4 cmの焼土を確認した。
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3号焼土

号焼土断面

辞訊螂雛 木の榊こよる攪乱あり

L=283200m
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L=284.600m
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第22図 焼土遺構 (2)

4号焼土

,
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〔出土遺物〕なし。

〔時期〕不明である。

8号焼上遺構 (第 23図、写真図版11)

〔位置〕 7G① グリッドに位置する。

〔検出状況〕V層面で検出した。       ´

〔重複〕なし。

〔規模・形状〕102cm× 86cmの 範囲に、厚さが約 6 cmの焼土を確認 した。

〔出上遺物〕なし。

〔時期〕不明である。

9号焼土遺構 (第 23図、写真図版11)

〔位置〕 7G③ グリッドに位置する。

〔検出状況〕V層面での検出である。

〔重複〕なし。

〔規模・形状〕106cm× 44cmの範囲に、厚さが約 8 clllの 焼土を確認した。

〔出土遺物〕なし。

〔時期〕不明である。

10号焼土遺構 (第 23図、写真図版11)

〔位置〕 6E③グリッドに位置する。

〔検出状況〕Ⅳ層面での検出である。上部の一部は耕作による攪乱を受けていて上面からはビニール線が出

土している。焼土に混じるものではなく、攪乱部からの出土で時期判断の要素に欠ける。

〔重複〕なし。

〔規模・形状〕80cm× 30cmの 範囲に、厚さが約 6 cmの焼土を確認した。

〔出土遺物〕なし。

〔時期〕不明である。

11号焼土遺構 (第 24図、写真図版12)

〔位置〕 7F③グリッドに位置する。

〔検出状況〕V層面での検出である。木の根の下部からの検出で根による攪乱を受けている。

〔重複〕なし。

〔規模・形状〕19cm X 14cmの範囲に、厚さが約 4 cmの 焼上を確認した。

〔出上遺物〕なし。

〔時期〕検出状況から縄文時代のものと思われる。

12号焼土遺構 (第24図、写真図版12)

〔位置〕 7F③グリッドに位置する。
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彰

嗚G③から
東へ 2m

8号焼上

ノ〈ぎ′

寺G④から
南へ 2m

L=284700m

8号焼土断面
1 5YR5/6 明赤褐色焼土 小礫多い
2 5YR3/6 暗赤褐色焼土 小礫多い 木の根による攪乱あり
3 10YR2/3 黒褐色シルト 堅く締まる
4 10YR3/3 暗褐色ンルト やや堅く締まる 粗砂含む
5 75YR3/4 暗褐色シルト 粘性弱い 上部被熱

75YR4/4 褐色ンルト 木の根による攪乱を受けた焼土
10YR3/4 暗褐色シルト 堅く締まる 木の根による攪乱土
75YR4/6 褐色シルト 堅く締まる 小礫多く粘性弱い
10YR4/6 褐色シルト 堅く締まる
10YR3/3～3/4 暗褐色ンルト しまりゆるい
10YR4/4褐 色シルト 堅く締まる
10YR5/4～ 5/6 にない黄褐色～黄褐色ンルト

木の根による攪乱土 小礫含む

堅く締まる 小礫を多量に含み粘性なし

少

9号焼土

10号焼土

t

L=285.000m

9号焼土断面         V
1 5YR4/6 赤褐色焼土
2 5YR4/6 赤褐色焼土 木の根による攪乱あり
3 5YR3/6 暗赤褐色焼土
4 75YR4/4 褐色シルト 堅く締まる
5 10YR4/4 褐色シルト しまりややゆるい
6 10YR3/3～ 3/4 暗褐色シルト しまりかなりゆるい 木の根の攪乱土
7 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト
8 75YR3/4 暗褐色シルト 粘性やや強い わずかに焼土含む
9 10YR3/4 暗褐色シルト しまりややゆるい 粘性やや強い
10 10YR3/4～ 4/4 暗褐色～褐色シルト しまりややゆるい
11 10YR4/4～ 4/6 褐色ンルト 粘性やや強い
12 10YR4/4 褐色シルト 小礫含み粘性弱い

A    L=285 900m     Al

10号焼土断面
10YR2/3 黒褐色シルト しまりややゆるい 炭化物含む
5YR4/8 赤褐色焼土
10YR3/3 暗褐色シルト 粘性やや強い
10YR3/3 暗褐色シルト しまりややゆるい 粘性やや強い 褐色ンルト含む
10YR3/4～4/4 暗褐色シルト～褐色シルト しまりややゆるい
10YR2/2～ 2/3 黒褐色シルト 木の根による攪乱土

0             1:40           2m

第23図 焼土遺構 (3)

丁

寺E①
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〔検出状況〕V層面での検出である。

(重複〕なし。

〔規模・形状〕47cm× 32clllの 範囲に、厚さが約 3 clllの 焼土を確認 した。

〔出土遺物〕なし。

〔時期〕検出状況から縄文時代のものと思われる。

13号焼上遺構 (第 24図、写真図版12)

〔位置〕 8F① グリッドに位置する。

〔検出状況〕V層面での検出である。

〔重複〕なし。

〔規模・形状〕71cm× 37cmの 範囲に、厚さが約 7 cmの焼土を確認 した。

〔出土遺物〕なし。

〔時期〕検出状況から縄文時代のものと思われる。

14号焼土遺構 (第 24図、写真図版12)

〔位置〕 8F① グリッドに位置する。

〔検出状況〕V層面での検出である。

〔重複〕なし。

〔規模・形状〕56cm× 49cmの範囲に、厚さが約 8cmの焼土を確認 した。

〔出上遺物〕なし。

〔時期〕検出状況から縄文時代のものと思われる。

15号焼上遺構 (第 24図、写真図版13)

〔位置〕 8F① グリッドに位置する。

〔検出状況〕V層面での検出である。

〔重複〕なし。

〔規模・形状〕51cm× 46cmの範囲に、厚さが約 8 cmの焼土を確認した。

(遺物〕なし。

〔時期〕検出状況から縄文時代のものと思われる。

16号焼土遺構 (第 25・ 32図、写真図版13・ 19)

〔位置〕1lE ③～12E ①グリッドに位置する。

〔検出状況〕Ⅲ層面での検出である。本焼土と17号焼土の間を通り南東側から北西側に延びる重機による攪

乱の跡を検出している。本焼土は17号焼土とつながっていたものと思われる。

〔重複〕なし。

〔規模・形状〕77cm× 38cmの範囲に、厚さが約10cmの 焼土を確認 した。

〔出上遺物〕焼土上面と焼土脇から土器が数点出土している。(44)の み掲載 した。後期に属する可能性の

ある土器である。
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A!
11号焼上断面
1 10YR4/4
2 75YR5/6
3 75YR5/6
4 10YR4/4
5 10YR5/6

11号焼土

12号焼土

北F①

褐色シルト しまりゆるい 木の根による攪乱土
明褐色焼土
明褐色焼土
褐色シルト しまりゆるい 木の根による攪乱あり
黄褐色ンルト 砂質でしまりゆるい

A A' 12号焼土断面
1 75YR4/3 褐色焼土 地山がわずかに被熱
2 10YR5/4 にぶい黄褐色 小礫含む V層が木の根による橙乱を受けたもの

13号焼土断面

15号焼土断面

黒褐色シルト しまりゆるい 炭化物含む 木の根による攪乱あり
灰黄褐色ンルト しまり非常にゆるい 木の根による攪乱あり
明赤褐色焼土
にぶい黄褐色ンルト しまりややゆるい 木の根による攪舌しあり
褐色シルト
黄褐色シルト

暗褐色シルト 焼土粒多く含む
黒褐色ンルト しまりややゆるい 粘性やや強い 木の根による攪乱あり
明赤褐色焼土
褐色シルト しまりややゆるい 粘性やや強い
にぶい黄褐色シルト しまりややゆるい

暗褐色シルト 焼土粒多く含む
褐色焼土 木の根による攪乱あり

明赤褐色焼土
にぶい黄褐色シルト 木の根による攪乱土
褐色粘質土 しまりややゆるい 木の根による攪乱土
黄褐色シルト 粘性強い

明赤褐色ンルト 粘性強い 焼土粒含む V層が被熱したもの

明赤褐色焼土 しまりゆるい 焼土が攪乱によって移動したもの
黒褐色ンルト 木の根による攪乱土

14号焼土断面

0             1140           2m

ノ
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10YR5/4

10YR3/4
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       )

13号焼土

鴎 Ь
15号焼上

Ai土
L=284.300m

14号焼土

第24図 焼上遺構 (4)
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駕悪肇
18号焼上

16号焼上  十砲E②

17号焼土

3

7 75YR3/1 黒褐色シルト しまりややゆるい 焼土粒混じる 木の根による攪乱土
8 75YR3/1 黒褐色シルトしまりややゆるい 7層より焼土粒多く混じる 木の根による攪乱土
9 10YR2/2 黒褐色シルト 炭化物含む

0 1:40 2m

9層 は下部の土坑の埋土

16号焼上

16,17号焼土断面
1 10YR4/4 褐色焼土
2 5YR5/8 明赤褐色焼土
3 75YR4/4 褐色焼土 焼土が木の根により攪乱されたもの
4 75YR3/2 黒楊色ツルトと5YR5/8明赤褐色焼土の混合土 焼土が木の根により攪乱されたもの
5 75YR3/2 黒褐色シルト 焼土粒混じる 攪乱土
6 75YR3/1 黒褐色シルト しまりゆるい 木の根による攪乱土

第25図 焼土遺構 (5)

〔時期〕検出状況および周囲の遺物から縄文時代後期の可能性がある。

17号焼土遺構 (第 25図、写真図版 13・ 29)

〔位置〕1lE ③グリッドに位置する。

〔検出状況〕Ⅲ層面での検出である。16号焼土とつながっていたものと思われる。

と同じ土と思われる。

〔重複〕ないと思われる。

〔規模・形状〕64cm× 32cmの 範囲に、厚さが約16cmの 焼上を確認した。

〔遺物〕焼土上面および周囲から土器片が出土している。焼土付近から出土 した

のため掲載していない。(201)は遺構外出土遺物の項に掲載 した。

〔時期〕検出状況から縄文時代後期の可能性がある。
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V 出土遺物

今回の発掘調査で出土 した遺物は、縄文土器、石器、土製品、石製品、銭貨、陶磁器類である。

1。 上器

本遺跡では遺構内、遺構外合わせてT-40規格のコンテナ (41× 39× 19cmの コンテナ)で約13箱 出土 して

いる。出土 した土器の時期は縄文時代早期 ,前期 ;中期 ;後期 ;晩期で、後期の土器が最 も多 く、次いで前

期の土器が多い。土器の分類は遺構内、遺構外を含め、縄文時代早期に属する可能性のある土器を I群、前

期に属する可能性のある土器をⅡ群、中期に属する可能性のあるものをⅢ群、後期に属する可能性のあるも

のをⅣ群、晩期に属する可能性のあるものをV群として大別 し、各群を更に数類に分類 した。

I群土器 (第33図、写真図版20)

縄文時代早期に属する可能性のある土器群である。本群の上器は大半が 9グ リットライン以北のⅣ層を中

心に出上 した。遺構外からの出土で全て破片である。文様の種類などによって 5類 に細分 した。胎土に粗礫

を含むものが多い。

I群 1類 (45)

爪形文が施文される土器である。 (45)は 口縁部破片である。口縁に沿 って数条の爪形文が施文されてい

る。口唇部は丸みがある。

I群 2類 (46～ 57)

貝殻文・沈線・ 刺突の組み合わせによって文様を施文 している土器である。沈線に沿って貝殻腹縁文が施

文されるものや沈線で区画された部分に貝殻腹縁文が施されるものが多い。 (47)。 (54)の 口唇部には連続

した刻みが施されており、 (47)の 口唇は内側に尖る。 (48)～ (50)は深鉢の口縁である。半裁竹管による

沈線と貝殻腹縁文、刺突による文様が施文されており、 (49)の ゆるい山形口縁の頂部には貝殻腹縁による

刻み、 (48)の 口縁頂部には棒状工具による刻みが施されている。(48)。 (49)は半裁竹管による沈線施文

後、貝殻腹縁による文様を施文 し、 (50)は貝殻腹縁による文様施文後半裁竹管で沈線を描いている。 (56)

は深鉢の回縁部で頸部は「 く」の字に屈曲し、貝殻腹縁による連続 した刻みのある隆帯をもち、日唇部には

2条の押 し引きによる沈線が施文されている。 (56)。 (57)は 同一個体の可能性がある。

I群 3類 (58)

口縁部文様が沈線とヘラ状工具による刻みで描かれ、胴部には縄文が施文されている土器である。 (58)

の 1点のみの出上である。胴部には撚糸の側面圧痕 (RL)が施されている。

I群 4類 (59)

表裏両面に縄文を施す土器である。日唇部付近で外反 し、縄文の施された口唇部は外側に傾斜 している。

1群 5類 (60)

無文の上器である。胎土と焼成から早期のものと思われる。口唇部は外に傾斜 している。胎土には粗礫が

多量に含まれる。

Ⅱ群土器 (第 29。 32・ 34～36図、写真図版 16。 19・ 21・ 22)

胎土に多量の繊維を含み、縄文のみを施文する土器で縄文時代前期 (大木 2aを下限)に属する可能性の

ある土器群である。

Ⅱ群 1類 胴部に菱形状の撚糸文を施文する土器である。 (61～ 64)
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(61)～ (63)は いずれも胴部破片で文様のモチーフは似ているが原体は (62)が無節 (L)、 (61)・ (63)

は無節 (R)で ある。 (64)は 口縁部破片である。口縁部は外傾 している。 (64)は大木 2a式に属するもの

と思われる。

Ⅱ群 2類 不整の結節回転文 (綾繰文)を施文する土器である。 (19・ 43・ 65～ 89)

(19)。 (43)の 2点を除き遺構外からの出上である。口縁部は、外反するもの (19。 65・ 66～ 69・ 70・ 71・

73・ 75・ 77～ 79・ 82～ 86・ 88)と 外傾するもの (43・ 67・ 74・ 76・ 80・ 81・ 87)が あり、日唇部は平坦のも

のが多い。日唇部が肥厚するもの (68・ 69。 75。 76・ 82)や外側に傾斜するもの (68・ 69・ 70ど 74・ 76。 77・

82・ 83・ 88)も ある。ほとんどが平口縁であるが波状のもの (71・ 73)も ある。胴部の文様は非結節の羽状

縄文 (0段多条)が多 く、菱形をモチーフしたものもある。 (71～ 73)、 (85)と (86)は 同一個体の可能性

がある。

Ⅱ群 3類 葺瓦状撚糸文を施文する土器である。 (90～ 92)

大木 2a式に属するものと思われる。

Ⅱ群 4類 口縁部に沈線を施文する土器である。 (93・ 94)

同一個体の可能性がある。大木 2a式に属するものと思われる。

Ⅱ群 5類 全面に斜行縄文、若 しくは羽状縄文を施文する土器である。 (18・ 22・ 95～ 103)

遺構内出土のものは (18)。 (22)の 2点で他は遺構外か らの出土である。地文は単節・複節・多条、様々

で、右撚 り、左撚 りがある。口縁部は平口縁のものが多い。また、直立または外傾するものが多いが (98)・

(103)の ように内湾 しながら立ち上がるものもある。 (22)の 胴部破片は羽状をなしており、同群 2類に含

まれるものかもしれない。

Ⅱ群 6類 底部付近のものである。 (20・ 104・ 105)

(20)は 1号陥 し穴から、 (104)。 (105)は 遺構外か らの出土である。 (104)の底面は調整が施 され無文

である。胴部にはわずかに綾繰文が見 られる。 (105)は 葺瓦状撚糸文が施され、底部は上げ底である。大木

2aに属するものと思われる。

Ⅲ群土器 (第 26・ 36図、写真図版14・ 23)

縄文時代中期後葉に属する可能性のある土器群である。(1・ 106・ 107)

(1)は 1号住居から出土 したもので全面に縄文を施 し、日縁部または胴部を沈線によって区画 し、部分的

に縄文を磨 り消 している土器である。胴部は円筒状に伸び、口縁がややすばまる器形である。胴部には 0段

多条 (LR)の 縄文を施文する。大木10式に相当するものである。 (106)は 断面三角形の隆帯を貼 り付け、

その後単節 (RL)縄文を回転方向を変え施文 している。 (107)は 複節 (RLR)の 縄文を施文後、数条の沈

線を施 してもので、頸部の破片と思われ湾曲 している。

Ⅳ群土器 (第 26～ 28・ 30～ 32・ 36～42図、写真図版 14・ 15・ 23)

縄文時代後期に属する可能性のある土器群である。

Ⅳ群 1類 前葉に属する可能性のある土器である。

① 口縁部に隆帯をもつ土器。(3・ 4・ 12・ 14。 108～ 114)

(3)・ (4)。 (12)。 (14)の 4点が 2号住居か ら出土 し、他は遺構外からの出土である。日縁部 はナデに

よる調整が施され無文である。(3)。 (4)・ (12)は隆帯に斜位の連続 した刻みが施され、 (110)。 (112)。

(113)。 (114)は 隆帯上に連続 した刺突が施されている。 (109)は 断面三角形の隆帯の両脇に沈線が沿 う。

(3)と (12)は 円形の貼付文をもつ。(4)は頂部に刻みをもち、(108)と ともに円孔が穿たれる。 (111)
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は 1条の沈線で下書 き後その上に断面かまばこ状の隆帯を貼 り付け、隆帯の両脇に沈線を施 している。(111)

を除き、隆帯の貼 り付け後の調整は丁寧とはいえず貼り付け痕を残す。 (12)。 (113)の 回縁が外反する他は

直立あるいはやや外に開 く器形をとる。

② 口縁部文様力沫」突文と沈線文によるものおよび沈線によって口縁部と胴部の地文部を区切る土器。 (40。

115-126)

10号土坑から出土 した (40)の 1点を除き他は遺構外からの出土である。口縁部に縦位の刺突をもつもの

(115～ 121)の 多 くは波状口縁で頸部付近から外反する器形である。日縁頂部に刻みをもつもの (117・ 119・

121)も ある。頸部は横位の一条の沈線により胴部 と区画されている。頸部の沈線より下の残るものは全て

沈線より下に縄文が施されている。(40)。 (123)。 (124)。 (126)は 横位の沈線により回縁部 と胴部の

地文を区切る。 (125)は 国縁部に沈線による文様を描き、胴部には縄文を付 している。 (122)の 口縁部の小

破片は、沈線のみの文様を施 しているため本類に含めたが、口縁部特徴および沈線による文様を見る限り、

本項①の (113)に 類するものである可能性が高い。

③ 胴部に文様を有する土器。

A 器形が深鉢および鉢形のもの。 (13・ 25・ 26・ 42・ 127～ 133)

(13)。 (25)。 (26)。 (42)は 遺構内出土で他は遺構外からの出上である。縄文が施されるものと施

されないものがあり、縄文が施されるものには、磨消技法を用いるものと縄文を磨 り消さず地文上に沈線で

文様を描 くものがある。磨消技法を用いているものは (13)。 (25)。 (42)。 (127)～ (130)。 (133)で ある。

(13)は 4単位の波状口縁で楕円形の貼付文を回縁にもつ。 この貼 り付け文には刺突のあるもの無いものが

あり、刺突のあるものでも刺突数は一定でない。頂部には刻みが施されている。文様構成は波頂部を中心に

4単位で、 S字状の連鎖沈線 ?を倒卵形の沈線が囲っている。口縁部には沈線による長楕円形の区画を持ち、

区画間には、竹管による数個の円形刺突が施されている。 (42)は網 目状撚糸文を地文とし、胴部文様は 8

単位である。 (127)は 胴部が「 く」の字に湾曲する器形である。色調は橙色で Bの壼形土器に似る。内面の

ミガキも丁寧である。磨消技法をもたないものは、 (26)・ (131)で ある。 (131)は撚糸文を地文とし、その

上に沈線による渦巻文を施文 している。 (132)は沈線により縦位の文様が施文されている。

B 器形が壺形のもの。 (21・ 27～31・ 134～ 139)

(21)。 (27)～ (31)は遺構内出土で、 (134)～ (139)|よ遺構外か らの出上である。縄文が施文される

ものとされないものがあり、縄文が施文されるものはすべて磨消技法が施されている。胎土には粗砂を含み、

縄文施文のものは橙色を、施文 しないものは浅黄色を呈 している。縄文が施文されるものは、 (21)・ (28)

～ (30)。 (135)・ (136)である。 (134)は 口縁部破片で縄文の施文されないものであるが、 (28)の 口縁部

に類似であるため胴部には磨消技法を用いた文様が構成されていたものと思われこの項に入れた。 (28)と

は別個体であるが (135)の 器形 も (28)に類似のものと思われる。 (28)は 頸部と口唇部に断面三角形の隆

帯を貼り付け、 3単位と思われる把手をもつ。把手には 3単位の竹管による円形刺突あるいは円孔がある。

胴部には 6単位 ?の文様を沈線で描き、区画 した一部の縄文を磨 り消 し、上部には竹管による円形刺突が 2

個縦位に並ぶ。(29)|よ 3単位の把手をもち、把手上下に竹管による刺突がある。すべて単節縄文で器面は

丁寧に磨いている。磨消技法は丁寧とは言えず、区画内に縄文を残す。 (30)は 赤色顔料が施されていたも

のと思われる。

縄文が施文されないものは、 (27)。 (137)～ (139)で ある。 (27)。 (137)。 (138)は所々に朱色痕が見 ら

れることからいずれも赤色顔料が施されていたものと思われる。 (27)は切断蓋付土器、 (139)も 上面に切

-44-―



断面が確認されることから切断蓋付土器であると思われる。 (27)。 (138)。 (139)は 沈線のみの文様である。

(137)は胴部に隆帯を貼 り付け、胴部は「 く」の字に屈曲し、屈曲部から上には沈線と円形の刺突による文

様がモチーフされている。

Ⅳ群 2類 中葉に属する可含ヒ性のある土器。 (140～ 148)

全て遺構外からの出上でほとんどが小破片である。 (141)の 回縁部の突起には内外面に沈線が施されてい

る。

Ⅳ群 3類  1類および 2類 とほぼ時期を同じくすると思われる土器。

① 撚 り糸文の上器 (37・ 44・ 149～ 160)

(37・ 44)は遺構内、他は遺構外からの出上である。口縁部には無文でナデによる調整が施されているも

の (150・ 152・ 153・ 156・ 158～ 160)と 口唇部付近から撚糸文が施文されるもの (44。 151・ 154)がある。

日縁に無文部をもつものは、胴部に膨 らみをもち外反する国縁のものが多いが、 (156)の ように胴部の湾曲

がそのまま回縁に至るものも見 られる。 (159)の 口縁は波状を呈する。 (154)の 口唇部にはゆるい山形の突

起があり、頂部には棒状工具による 2条の刻みがある。 (37)。 (149)・ (155)。 (157)は胴部破片である。 (1

57)に は 1条の沈線が施されており沈線によって口縁部無文部と胴部を区別 している可能性 もあり同群 1類

②に含むべきものかもしれない。胴部には撚糸文施文後、円形の刺突を施 している。

② 縄文の上器 (6～ 8・ 23・ 24。 35・ 36・ 39・ 41。 161～ 188)

(6～ 8)。 (23)。 (24)。 (35)。 (36)。 (39)。 (41)は遺構内、 (161)～ (188)は 遺構外か らの出上であ

る。日縁部が無文のものと口唇部付近から縄文が施文されるものがある。また、日縁部無文のものは、幅広

で頸部付近まで無文部をもつもの (6～ 8・ 23・ 24・ 35。 39。 171・ 172・ 175。 176・ 178～ 180・ 183～ 187)

と幅が狭 く口縁部の一部が無文のもの (169・ 174・ 177・ 181・ 182)と がある。いずれも地文の縄文を磨 り

消 しているようであるが一部磨 り消 しが不十分のものもある。 (185)は 日縁に沿 う 1条の沈線が施され胴部

がやや膨 らむ器形である。口縁上部から縄文が施文されているものは (41)。 (161)～ (168)で 目の細い縄

文のものが多い。器形は胴部に膨 らみをもち胴部・頸部・ 口縁の区別が明瞭なものや胴部の湾曲の流れを汲

みそのまま内湾する口縁のもの、日縁部が外反するものなどがある。日唇部は丸みがあるものが多い。 (164)

～ (166)は 口唇部にも縄文が施されている。 (162)は 口縁上端に縄文が施 され撚糸側面圧痕により頸部無

文部と区別 している。崎山弁天遺跡第Ⅳ群 6類 に類似のものが見 られる。 (188)は (28)の 壺型土器の底部

の可能性がある。

③ 沈線文の土器 (189)

遺構外からの出土 した胴部破片で沈線による格子状の文様が施されている。

Ⅳ群 4類 底部 (9。 10・ 11・ 34・ 190～ 200)

後期のものと思われる底部を一括 した。木葉痕を持つものは (9)。 (10)・ (34)。 (192)。 (193)。 (198)。

(200)で、底部が外に張 り出すかあるいは張 り出し気味の器形をとる。 (194)は 底面に調整が施され無文と

なっている。 (195)。 (196)は リング状の高台をもち、 (197)は丸底である。 (190)は 網代痕を持つもので、

出土地点及び胎土から (144)の 底部の可能性がある。

Ⅳ群 5類 無文の上器 (2・ 32・ 33・ 38・ 201)

完形品は 2点で (2)は皿形、 (201)は小型の鉢形土器である。表面に赤色顔料が付着 しており、朱色に

塗 られていたものと思われる。 (32)。 (33)。 (38)|よ 口縁部破片であり、胴部に文様のあるものかもしれな

ヽヽ 。
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V群上器 (第43図、写真図版29)

晩期に属する可能性のある土器群である。 (202～ 207)

全て中葉に属する可能J14の ものである。

2.石器

出土 した石器類は、遺構内・外を合計 して1,089点 を数えた。器種構成は、石鏃 (59点 )、 石匙 (16点 )、

尖頭器 (6点 )、 不定形石器「掻削器、 リタッチ ド・ フレイク (Rフ レ)」 (96点 )、 楔形石器 (11点 )、 石箆

(3点 )、 瑛状耳節 (1点 )、 磨製石斧 (6点)、 敲磨器類 (9点 )、 石核 (1点 )、 2次加工痕を持たない剥片

(881点、以後剥片と記す)である。時間的制約から本報告書に掲載 した点数は229点 (写真だけのもの176点 )

である。また、掻削器・ Rフ レは不定形石器に、磨石・凹石・敲石は敲磨器類 としてそれぞれ一括 した。本

項では各種の概要について述べ、個々の石器の観察事項は観察表に記載 している。石質については花南岩研

究会の矢内・土井・柳沢氏に石材石質を鑑定 していただいた。なお、掲載 したもの以外の剥片についてはほ

とんどが鑑定をおこなっておらず材質不明の資料が多い。

(1)石鏃 (第 28・ 29・ 44図、写真図版30)

出土総数は59点で、 2号竪穴住居跡埋土から9点、住居状遺構から 1点出土 している他は遺構外か らの出

土である。基部の形状等により I～Ⅳ群に大別 した。明確な中茎 (柄)を有する有茎鏃は出土 しておらず、

全て無茎鏃である。

I群 中茎 (柄)がなく、基部が狭入するもの (無茎凹基鏃)

a類 側縁が湾曲する形態をとり、基部快入の浅いもの (Sl)

b類 鏃身及び基部に快入のあるもの (S2～ S8)

c類 形状が二等辺三角形状で、基部快入の深いもの (S9～ S17)

d類 形状が二等辺三角形状で、基部快入の浅いもの (S18～ S25)

e類 先端か ら基部までの側縁が湾曲する形態をとり、基部に快入のあるもの (S26)

f類 基部付近の側縁が湾曲し、基部にゆるい快入のあるもの (S27～ S29)

g類 基部快入が深 く、ブーメラン形をなすもの (S30～ S32)

Ⅱ群 中茎がなく基部が平坦なもの (無茎平基鏃)

a類 二等辺三角形状のもの (S33～ S35)

b類 三角形状のもの (S36～ S40)

Ⅲ群 中茎の作 り出 しが不明瞭なもの

a類 基部が丸みを帯びるもの (円基鏃)(S41)

b類 基部が出ているもの (S42～ S45)

Ⅳ群 欠損および未製品のため形状の不明なもの (S46～ S59)

(2)尖頭器 (第 29。 44図、写真図版31)

6点出上 している。 3号陥 し穴状遺構埋土から1点出土 した他は遺構外である。形状からI～ Ⅱ群に大別

した。

I群 先端から基部に向かって広がる三角形状のもの (S60・ 861)

Ⅱ群 先端から中央付近にかけて広がり、中央付近から基部にかけてすばまる細長い形状のもの (862～ 865)
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(S64)は 先端部のみの欠損品であるが、先端部の作 りからⅡ群 として扱 った。表裏全面調整である。

(3)石箆 (第 44図、写真図版31)

(866)～ (S68)の 3点が出土 した。全て遺構外からの出土である。細分はしていない。

(4)石匙 (第 45図、写真図版31)

つまみ状の小突起をもち、刃部が作出されている石器を一括 した。16点全て遺構外からの出土である。形

状からI～Ⅲ群に大別 した。Ⅲ群は I群 に属すると思われるが、縁辺の構成が不明のものである。

I群 縦型のもの

a類 縁辺の構成が 2辺のもの (869～ 876)

b類 縁辺の構成が 3辺のもの (S77・ S78)

Ⅱ群 横型のもの

a類 縁辺の構成が 2辺のもの (879)

b類 縁辺の構成が 3辺のもの (880・ S81)

Ⅲ群 欠損品あるいは未製品のため形状が把握できないもの (S82～ S34)

(5)楔形石器 (第 29。 45図、写真図版32)

両極打法 (バ イポーラーテクニック)の見 られる石器である。11点出土 している。 2号住居跡埋土下面か

ら1点 (S85)、 上面か ら 1点 (S86)出土 した他はすべて遺構外である。細分は行っていない。 (S95)を除

き打痕のある辺の一辺は鋭角になっている。 (S91)は素材剥片の鋭角部を利用 している可能性 もあるが他

は二次加工を施 し鋭角部を作 りだしているものと思われる。

(6)不定形石器 (写真図版32～ 34)

上記以外の剥片石器、及び上記に属する可能性はあるが、欠損のため形状が把握できず不明なものを扱っ

た。 2号住居か ら8点 (S96～ S99。 S149・ S169。 S187・ S188)、 住居状遺構から 1点 (S126)、 3号陥 し

穴状遺構から 1点 (S127)、 2号土坑から3点 (Sl18・ S128・ S170)出土 した他は遺構外からの出上であ

る。加工のある辺数によって I群～Ⅳ群に大別 し、加工されている辺の長さを基準とし、最 も加工されてい

る 1辺 について、辺全体 (1)、 辺の長さの1/2以上 (2)、 辺の長さの1/2程度 (3)、 辺の長さの1/2以下

(4)に区別 した。全て写真のみの掲載である。

I群 剥片の 1側縁に力日工のあるもの (S96～ S125)

Ⅱ群 剥片の 2側縁に力日工のあるもの

a類 隣接 している 2狽」縁に加工のあるもの (S126～ S148)

b類  2側縁に加工のあるもの (S149～ S168)

Ⅲ群 剥片の 3側縁に加工のあるもの (S169～ S186)

Ⅳ群 周縁に加工のあるもの (S187～ S191)

(7)磨製石斧 (第 46図、写真図版35)

6点 (S192～ S197)出土 している。全て遺構外である。刃部および基部は使用時に折れたと思われるも

のが多 く、完形品は出土 していない。 (S196)は 表面の磨きが他のもと類似 していること、形状が磨製石斧

に似ていることから本項に含めている。

(3)敲磨器類 (第29・ 30。 46図、写真図版35・ 36)

自然礫の一部に磨 り痕・敲打痕・凹等を有するもので磨石・敲石・ 凹石・特殊磨石を一括 した。形状から

I～ Ⅱ群に大別 し、それぞれを 7類に細分 した。
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I群 断面形が円形ないしは楕円形の礫を素材 として、平坦面または側面に使用痕をもつもの

1類  磨 り面のみをもつもの (S198)

2類 凹みのみをもつもの (S199)

3類 敲打痕のみをもつもの

4類 磨 り面 と凹みをもつもの

5類 磨 り面 と敲打痕をもつもの (S200。 S201)

6類 凹みと敲打痕を併せもつもの

7類 磨 り面・ 凹み・敲打痕をすべてもつもの (S202)

Ⅱ群 断面形が三角形ないしは四角形あるいは扁平な礫を素材として 1な いしは複数の側縁に使用痕をもつ

もの

1類 磨 り面のみをもつもの

2類 凹みのみをもつもの

3類 敲打痕のみをもつもの (S203・ S204)

4類 磨 り面 と凹みをもつもの

5類 磨 り面 と敲打痕をもつもの (S205。 S206)

6類 凹みと敲打痕を併せもつもの

7類 磨 り面 。凹み・敲打痕をすべてもつ もの

(S199)と (S202)は凹みをもつものとして分類 しているが、凹みは浅 く敲 く物の下に置いて使用 した

台石的なものとも考えられる。 (S205)は 不整の直方体状の石の角を (S206)は 一側縁を敲いた後磨いてお

り、磨 り石を作ろうとした途中のものとも考えられる。 (S203)は 3辺側縁を (S204)は 2側縁を敲いてい

る。 (S198)は何か石製品を作ろうとしたものと考えられるが、磨きだけが施されているためこの項に入れ

た。

(9)接合石器 (写真図版35。 36)

写真のみの掲載である。 (S208)は 5点、 (S209)は 2点、 (S210)は 15点の剥片石器を接合 したものであ

る。すべて 2号土坑上面の 5F①グリッド付近のⅣ層～V層から出土 したものである。石質は頁岩 (】 ヒ上山

地)で ある。

3. 土 尋!占舌 (第26・ 27・ 43図、写真図版14・ 15。 29)

17点 出土 している。 ミニチュア土器の 3点が遺構内他は全て遺構外からの出上である。

(1)ミ ニチュア土器 (5。 15・ 16・ 208・ 209・ 210・ 211・ 212)

無文の土器がほとんどである。 (209)の 1点のみ沈線による文様が施文されている。 (15)。 (212)は上底

で、底部から口縁に向かって広がる器形をとる。 (5)。 (16)。 (208)。 (210)。 (211)は胴部が膨 らむ器形で

ある。底部には上底、丸底、平底等ある。 (15)の 内外面には多量の炭化物が付着 している。

(2)ス タンプ形土製品 (213)

遺構外の柵列柱跡から1点出上 している。側面下部に 1条の沈線が入 りつまみ状の無文部 と文様を区画 し

ている。底面にも沈線が施されているようであるが剥落のため詳細は観察できない。

(3)円盤状土製品 (214～ 219)

(215)～ (219)は 深鉢形土器の胴部・底部破片の転用と思われ加工の痕が観察される。 (214)は 剥離の
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見られない縁辺をもつことから当初から円盤形 |こ 作られたものと思われる。ほとんどが後期前葉のものと思

われる。

(4)不明のもの

(220)は土偶 ?の一部、(221)は土錘の一部とも思われるが定かでない。

4ぅ 石 製 品 彿 29図、写真図版36)  _

瑛状耳飾 (S207)が 2号竪穴住居跡埋土上面Hか ら1点出土している。片面が1欠損している平面形は長

方形を呈するものと思われる。断面形は楕円形を皇する。湾曲部の平面に円形の凹みがある。

5。 露:姿豊 (第彦9・ 47図、写真図版38)

本遺跡からは6.点出土している。⑫24)が 1号陥し穴の2層の攪乱土から出上している。他は全て遺構外

の基本層序Ⅱ層および攪乱土から出土したものである。銭名はあるものの磨滅していて解読できないものも

ある。(223)は永楽通宝 (16世紀 :中国の明)、 (222)は開元通宝、Q2つ ～ ⑫26)は寛永通宝と思われる。

(227)は不明である。観察表は作成tていない。

6.陶磁器 (写真図版38)

中世から近世にかけてのものが破片で数十点出土 し―ている。写真だけ6点を掲載した。観察表は作成して

いない。(228)～ (230)は瀬戸・美濃産の皿 (16世紀末)、 (231)。 (232)は明 (中国)の染付 (16世紀)、

(233)は肥前産の色絵 (17世紀前半)である。
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第 2表 出土遺物観察表

(遺構内出土土器)

番号
出主 任 直・

層    位
器 種 部 位 文 様 備 考 分  類

物
服

】還
図

真
版

写
図

t

1号住居
ベル ト4層 深鉢

口 絋 ～

Π扁 卜」ヒ

口縁 :一条の沈線 ナデ 胴部 :縄文 (0段多条)焼け
1■ 11t十

Ⅲ

2
居住

土
号
埋

２
炉

皿 ?
国 豚 ～

廣
無文 Ⅳ- 5

3
2号住居
埋上下面

深鉢 口縁
回縁 :斜めに刻みのある隆帯 円形貼付文 竹管による
和1突 ナデ

Ⅳ
∩

4
2号仁居
ベルト2・ 3・ 4層

鉢
口 稼 ～

H日 ト
□縁 :波状 無文 ナデ 頂部に刻み 円孔 頸部 :斜
めに刻みのある路帯 胴部 :絹支 (Lう

Ⅳ -1
翁

14

6
2号仁居
ベル ト1層 深鉢

口縁 ～
置日 ト 口縁 :無文 ナデ 胴部 :縄文 (L)外 面に炭化物

Ⅳ-3-
り

7
2■仁居
埋土K 深鉢

口縁 ～
H日 ト 口縁 :無文 ナデ 胴部 :縄文 (L)

Ⅳ-3-
3 14

8
Z骨仕 居

埋 土 K 深鉢
回縁 ～

席

口縁 :無文 ナデ 胴部 :縄文 (L) 底部 :木粟痕
内 代 面 に 辞 イ′物

Ⅳ-3-
の

15

9
Z i4土店
埋土H 底 底 :木葉痕 上げ底 Ⅳ-4

Z言 4土届
輝十D・ J

深鉢
阿下～

席 l同部 :縄文 (LR) 底部 :木葉痕 Ⅳ-4

居仁
Ｃ

号
土

２
埋

底 胴部 :撚糸文 (L) 17-4

Z言仕 店
担 +∩ .K 深鉢

口縁～
日日ト

日縁 :波状 無文 ナデ 頂部～頸部 頸部に斜位に刻みのある隆帯
交点に円形貼付文 竹管による束1突 胴部 :網 目状襟糸文

Ⅳ
-1

0
店

・

住

ｎ

≡
＋

Ｚ
担 深鉢

口縁 ～

席

回縁 :4単位波状 楕円形貼付 沈線 刺突 胴部 :沈
線による 4単位の文様 縄文 (L) 磨消技法

Ⅳ
-1-

③―A
居住

Ｂ
号
十

２
岬 深鉢

頸部～
H日 ト

頸部 :刻み ?の ある隆帯 胴部 :縄文 (L) 外面に炭
化物

rv_ 1
0

2号住居
輝十A 壺 ?

胴 上 半

～ 席 縄文 (LR) 底部 :木葉痕
Ⅳ
②

lI居 状 還 構
ベ ル ト13層

深鉢 胴 部 縄文 (LRL) 内面に炭化物 胎上に繊維 Ⅱ-5

1号陥し穴
阻 +負 層 下 ネ 深鉢

口縁 ～

H日 ト
口縁 :綾繰文 (L) 胴部 :羽 状縄文 (0段多条
RL LR) 内外面に炭化物

胎土に繊維 エー2

1号陥し穴
胆 キ 負匡 下 蔀 深鉢

胴 下 ～

席 縄文 (LR) 内面に炭化物 胎土に繊維 Ⅱ-6

3号陥し穴
鯉 +ト ネ

笠 ? 胴 部 沈線 縄文 (LR) 磨消技法 内面 ミガキ
ｌ

Ｂ
Ⅳ
③

2号土坑
肉 樺 +と 謝 深鉢 胴 部 羽状縄文?(0段多条 RL) 胎土に繊維 I-5

5号土坑 深 鉢 ”
上

縁
胴

□ 口縁 :無文 ナデ 胴部 :原体末端結節 による綾繰文
(L)

Ⅳ
②

6号土坑
輝+2層 深 鉢 ”

上
縁
胴

口 口縁 :無文 ナデ 胴部 :原体末端結蔀による綾繰文
(LR)

Ⅳ
②

7号土坑
僣 舌|キ

深 鉢 胴部 沈線 縄文 (LR) 磨消技法?
ｌ

Ａ

Ⅳ

⑥

7号土坑 深 鉢 胴部 沈線 縄文 (LR)
ｌ

Ａ

Ⅳ

⑥

7号土坑
付+哭

切 断蓋
付 十栄

口縁～

底
沈線 円孔 ミガキ 赤色顔料

Ⅳ
⑥

7号土坑 士霊
口縁～

胴上半
口縁と頸部に隆帝 沈緑 3単位の把子? IEl子 に刺突・円
孔 縄文 (LR) 胴部上に2個 1組の円形刺突 ミガキ

Ⅳ
∩

7号土坑 士霊
口縁～

胴上

□縁 :3単位の把手 把手上下に竹管による刺突 沈線
縄文 (LR) 磨消技法 ミガキ

IV l―
∩ _R 31

7号土坑 士霊 胴部 沈線 縄文 (LR) 磨消技法 ミガキ 赤色顔料
ｌ

Ｒ

Ⅳ

∩

7号土坑 士笠 口縁 円孔 隆帯 ナデ
Ⅳ -1-

∩ _R 31

7号土坑 深 鉢 口縁 無 文 Ⅳ-5

7号土坑 深 鉢 口縁 無文 赤色顔料 Ⅳ-5

7号土坑 底 木葉痕 Ⅳ-4 31

8号土坑 深 鉢
口縁～

胴上
□縁 :波状 無文 ナデ 胴部 :縄文 (L)

Ⅳ-3-
9 31

8号土坑 深 鉢 胴 部 原体末端結節による綾繰文 (L)
Ⅳ-3-
3 31

9号土坑 深 鉢 胴 部 撚糸文 (R)
Ⅳ -3-
翁 31

9号土坑 深 鉢 口縁 □縁 :波状 無文 ナデ Ⅳ-5 31

10号 土坑 深 鉢
日豚 ～

胴 上
口縁 :山形突起 無文 ナデ 胴部 :縄文 (LR)

Ⅳ-3-
6 31
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番号
出上位置・
層    狩 器 種 部 位 文 様 備 考 分 類

物
版

這
図

真
版

与
図

10号土坑 深鉢
口縁 ～

席
日縁 :無文 ナデ 頸部 :一条の沈線 胴部 :縄文 (上部 :LR
下部 :原体末端結節による綾繰支RLR) 底部 :木葉痕

Ⅳ

の

10号土坑 深鉢 口縁 口縁 剥 落 縄文 (LR) ‐Ｖ

ａ

10号土坑 深鉢
胴 部 上

～ 席
胴部 :8単位の文様 沈線 網目状撚り糸文 磨消技法

ミガキ
Ⅳ -1-

|∩_A

4号焼土 深鉢
口縁～

Π日ト
縁
物

口

作

:綾繰文 (R)胴 部 :縄文 (RL?)外 面に炭
胎上に繊維

と6号焼土 体 ? 口縁 撚糸文 (L)
Ⅳ
翁

(遺構外出土土器)

番号
出上位置・

層   位
器 種 部  位 文 様 備 考 分 類

物
肝

迫
還
団

真
肺

写
図

3H②
Ⅳ層

深鉢 口縁 口縁 :丸み 2条以上の爪形状の刺突 内外面に炭化物 I-1

第 4ト レンチ 深鉢 胴部 押引文 貝殻腹縁文 I-2

4F②
Ⅳ層

深鉢 口縁 沈線 貝殻腹縁文 口唇部 :貝殻腹縁による刻み 1-2

③
下

Ｆ
層

４
Ⅳ

深鉢 口 縁
口縁 :波状 ? 口唇部 :棒状工具による刻み 半裁竹管
による沈線 員殻腹縁文 刺突

I-2

5F①・②
Ⅳ層

深鉢
口縁～

胴上
半裁竹管による沈線 刺突 貝殻腹縁文 □唇に貝殻腹
縁による圧痕

I-2

5F②
Ⅳ層

深鉢 胴部
半裁竹管による沈線 貝殻腹縁文 竹管による刺突 内
外面に炭化物

I-2

5F②
根攪乱土

深鉢 胴 部 波状の沈線 貝殻腹縁文 押引文 I-2

5E③
Ⅳ層

深鉢 胴 部 沈線 貝殻腹縁文 I-2

5G 深鉢 胴 部 沈線 貝殻腹縁文 I-2

②Ｇ
層

５
Ⅳ

深 鉢 口縁
口縁 :丸み 貝殻月夏縁による刻み 押引文 コンパス文
口唇部 :連続 した刻み

I-2

6F
Ⅳ層①

深鉢 胴 部 沈線 押引文 I-2

13H① 深鉢 口縁
日縁 :波状 くの子に屈曲 押引文に沿う貝殻腹縁による刻み 貝殻
腹縁による刻みのある隆帯 沈線 補修孔 日唇部 :2条の押引文

57と 同一 ? I-2

13H① 深鉢 口縁 押引文に沿う貝殻腹縁による刻み 56と 同一 ? I-2

3F①
Ⅳ層

深鉢
日縁～

胴上
ヘラ状工具による連続した刻み 沈線 撚糸圧痕 (RL) I-3

8F
Ⅲ層～Ⅳ層③

深鉢
口縁～

胴上半

口縁 :外反 口唇部・胴部・内面 :縄文 (LR)内外面
に炭化物

I-4

2F②
Ⅲ層～Ⅳ層

深鉢
口縁～

胴上
口唇部 :外に傾斜 無文 外面に炭化物 I-5

8E⑫
Ⅳ層

深鉢 胴部 撚糸文 (R) 胎土に繊維 Ⅱ-1

第 5 トレンチ 深鉢 胴部 撚糸文 (L) 胎上に繊維 I-1

9G①
Ⅳ層

深鉢 胴部 撚糸文 (R) 胎土 に繊維 I-1

5F⑫
根攪乱土

深鉢 口縁 撚糸文 (L)? 胎土に繊維 I-1

10号焼土付左
Ⅳ層

深鉢 口縁 綾繰文 (R) 内面 :ナ デ 胎土に繊維 Ⅱ-2

第 8ト レンチ 深鉢 口縁 綾繰文 (R) 内外面に炭化物 内面 :ナ デ 胎上に繊維 I-2

第 8ト レンチ 深鉢 口縁 綾繰文 (R) 補修孔 内外面に炭化物 胎土に繊維 Ⅱ-2

2H③Ⅳ層 深鉢 回縁
綴繰文 (R) 口唇部 :肥圧 やや外側に傾斜 内面
ナデ

胎土に繊維 Ⅱ-2

4E①
Ⅲ層～Ⅳ層

深鉢 口縁
綾繰文 (L) 口唇部 :肥圧しやや丸み やや外側に傾
斜 外面に炭化物 内面 :ナ デ

胎土 に繊維 I-2

③
上

Ｈ
層

４
Ⅳ

深鉢 口縁
綾繰文 (R) 口唇部 :外側に傾斜 頸部 : |く 」の写
に湾曲 内面に炭化物 ナデ 胎土 に繊維 Ⅱ-2

b■ t3/

Ⅳ層
深鉢 口縁 口縁 :波状 綾線文 (R) 外面に炭化物 内面 :ナ デ ‖台± 1こ繊維  72・ 73と

同一 ?
I-2

イL∪
Ⅲ層

深鉢 】同喜Б 綾繰文 (R) 縄文 (RLR) 内面 :ナ デ ほ合± 1こ繊維  71・ 73と

同一 ?
E-2

もⅢ∪
肛層

深鉢 口縁 口縁 :波状 綾繰文 (R) 剥落あり 内面 :ナ デ I台土に繊維  71・ 72と

同一 ?
Ⅱ-2

①
木

Ｈ
倒

５
風 深鉢

国絋 ～

胴 上

口縁 :綾繰文 (L) 口唇部 :外根1に傾斜 胴部 :羽桝
縄文 (0段多条 LR RL) 内面に炭化物

胎土 に繊維 E-2

bH∪
Ⅳ層

深鉢 口縁 綾繰文 (R) 口唇部 :肥圧 内面 :ナ デ 胎土に繊維

-73-



番号
出上位置・
層   位

器  種 部  位 文 様 備 考 分 類
物
版

還
図

具
版

与
図

5H①
Ⅳ層

深 鉢 口縁 綾繰文 (R) 口唇部 :肥圧 内面 :ナ デ 胎土に繊維 Ⅱ-2

③
下

Ｈ
層

５
Ⅲ

深 鉢 回縁
繰
デ

綾
ナ

文 (L) 口唇 部 :やや 肥 丘  外 側 に独 斜  内 血 :

胎土に繊維 Ⅱ-2

6D④
Ⅲ層

深 鉢 口縁 綾繰文 (R) 内面 :ナ デ 胎土に繊維 I-2

6H①
Ⅳ層

深 鉢 口縁 綾繰文 (L) 内面 :ナ デ 胎上に繊維 I-2

7E①～④
Ⅳ層

深 鉢
四 縁 ～

胴上半

口縁 :綾様文 くLR7) 胴部 :羽状縄又 (0段多条
LR RL) 胎土に繊維 エー2

7E①
Ⅳ層

深 鉢 口縁 綾繰文 (R) 内面 :ナ デ 胎土に繊維 Ⅱ-2

7G④
Ⅳ層

深 鉢 口縁 綾繰文 (R) 口唇部 :肥圧 外側に傾斜 胎土に繊維 I-2

7G① 深 鉢 口縁 綾繰文 (R) 胎土に繊維 I-2

8E②
皿層

深 鉢 口縁 綾繰文 (R) 内面 :ナ デ 胎土に繊維 I-2

9D④
漕 帝キ十

深鉢
回 絋 ～

胴上
条多撲又縄状羽罰山川

ア^

し

ナ礎輌
印
的

く

」

又繰
Ｌ

彼
Ｒ

愴土に織稚
86と 同一 ?

I-2

10E ④
Ⅲ層

深鉢
口 稼 ～

胴上

酌

デ

く

ナ

又

‥

繰
面

後
内

憾同罰
`:」

掲】犬縄 又 (9快多 条  RL  LR, 胎土に繊維
85と 同一 ?

E-2

9F②
Ⅲ層

深鉢 口縁 綾繰文 (R) 内面 :ナ デ 胎土に繊維 Ⅱ-2

9G③
Ⅲ層

深鉢
国 稼 ～

胴「

口縁 :綾繰文 (R) 口唇部 :外側に傾斜 胴部 :縄文
(0砕多築 RLう  内而 :素H落

胎上に繊維 Ⅱ-2

10E ①
Ⅲ層

深鉢 胴部
後繰文 羽状縄文 (0段多条 LR RL) 内面に炭
イレカ筋 胎土に繊維 Ⅱ-2

7E①
Ⅳ層

深鉢 口縁 葺瓦状撚糸文 (L) 口唇部 :肥圧 内面 :ナ デ 胎土に繊維 Ⅱ-3

10F ①
Ⅲ層下

深鉢 口縁
山形突起 葺瓦状撚糸文 (R) 口唇部 :外側に傾斜
内面 :ナ デ

胎上に繊維 Ⅱ-3

1l D 深鉢
口稼～姦
+～ T匡 葺瓦状撚糸文 (R) 内面 :ナ デ 胴上 胎上に繊維 Ⅱ-3

10F
Ⅱ層下部②

深鉢 口縁
3条の沈線 縄文 (RL) 綾繰文 内面に炭化物 ナ

胎土に繊維 I-4

③
土

Ｄ
乱

１‐
攪 深鉢 口縁 3条の沈線 縄文 (RL) 補修孔 胎土に繊維 Ⅱ-4

第 6 トレンチ 深鉢 口縁 縄文 (LR) 内面に炭化物 胎土に繊維 Ⅱ-5

4H③
Ⅳ層

深鉢 口縁 縄文 (LRL) 胎土に織維 Ⅱ-5

6F③
Ⅳ層

深鉢 口縁 縄文 (RLR?) 口唇部 :縄文 (RLR?) 胎土に繊維 Ⅱ-5

6F③
Ⅳ層

深鉢 口縁 縄文 (RLR) 胎土に繊維 Ⅱ-5

7E①
Ⅳ層

深鉢 口縁 縄文 (RLR) ナ デ 胎土に繊維 Ⅱ-5

8F⑭
Ⅳ層上

深鉢 口縁 波状 縄文 (LR?) 内面に炭化物 胎土に繊維 ■-5

9F⑫
Ⅱ層

深鉢
口縁 ～

E日
「

縄文 (RLR) 内面 :ナ デ 胎土に繊維 Ⅱ-5

10G①
Ⅲ層

深鉢 口縁 縄文 (LR) 内面 :ナ デ 胎土に繊維 I-5

10G③
Ⅳ層

深鉢 口縁 縄文 (RL) 内外面に炭化物 胎土に繊維 I-5

2号焼土賜
Ⅳ層

卜
廣

部

”

胴
胴部 :綾繰文 底部 :ナ デ 胎土に繊維 Ⅱ-6

7G⑫
Ⅳ層

卜
底

部

一

胴
胴部 :葺瓦状撚糸文 底部 :上げ底 胎土に繊維 I-6

9E⑫
Ⅲ層

胴部 隆帯 縄文 (RL) Ⅲ

1lE③
表土一括

胴部 縄文 (RLR) 沈線 Ⅲ

1l D

Ⅲ層攪乱土
深鉢 口縁 横位・縦位の隆帯 円孔 ナデ

Ⅳ
∩

①
下

Ｅ
層

１‐
Ⅱ

深鉢 口縁
波状 頂部に棒状工具による 2条の刻み 縦位の隆帯
円形刺突 降帯 。口縁に沿 う沈線 ナデ

Ⅳ
∩

1lE④ 深鉢 口縁
状
デ

波
ナ

刺突のある横位・縦位の隆帯 □縁に沿う沈線 Ⅳ
∩

1lE ③
I層下

深鉢 日縁? 沈線で下書き後隆帯貼付 隆帯脇に隆帯に沿う沈線
Ⅳ
∩

1lF①
lc層 深鉢 口縁 口縁 :ナ デ 頸部 :刺突のある隆帯 胴部 :撚糸文 (R)

Ⅳ
∩

12F ②
Ⅱ層下

深鉢 口縁 口縁 :沈線 頸部 :刺突のある隆帯 ナデ
Ⅳ  l
∩

―-74-



番号
出主 仁 直・

層    位
器  種 部  位 文 様 備 考 分 類

物

版

遺

園
員
版

写
図

Ｇ
括

”
一

Ｆ
土

‐３
表 深 鉢 口縁 刺突のある隆帯 ナデ Ⅳ

∩

10D ⑫
Ⅲ層

深鉢 頸 部
2条縦位の刺突 沈線 胴部 :縄文 (LR)ナ デ 内外
面に炭化物

Ⅳ

の

1lD⑭
Ⅲ層 深 鉢 口縁

口縁 :波状 3条 ?縦位の刺突 頸部 :沈線 胴部 :縄
文 (L?) ナデ内外而に炭化物

Ⅳ -1
翁

1l E
Ⅱ層下 深鉢

口縁～

胴上
回縁 :波状 頂部に刻み 縦位の刺突 頸部 :沈線 胴
部 :縄文 (RL) ナデ 内面に炭イr物

Ⅳ -1
翁

⑫Ｅ
層

１‐

Ｉ 深鉢 回縁 □縁 :波状 2条縦位の刺突 顕部 :沈線 ナデ
Ⅳ

の

〕
下

Ｌ
層

Ｖ
Ｉ 深鉢

口 稼 ～

胴上
口縁 :波状 頂部に刻み 2条縦位の刺突 頸部 :沈線
胴部 :網 目状撚糸文 ナデ

Ⅳ-1
6

12G③ 深鉢 顕 部
1条縦位の刺矢 沈線 胴部 :縄文 (L) ナデ 外面
に炭化物

Ⅳ
の

14G① 深鉢 □縁
回縁 :疲状 頂部に3条の刻み 3条縦位の刺突 顎部 :

沈線 ナデ 外面に炭化物
IV l
の

10G③
Ⅱ層 下

深鉢 口縁 波状 沈線 ナデ Ⅳ

の

■E②
lc層「

深鉢 口縁
口唇部 :棒状工具による連続 した斜位の刻み 頸部 :沈
線 胴部 :縄文 (LR)

Ⅳ

の

12D② 深鉢 □縁 頸部 :沈線 胴部 :縄文 (RL) ナデ 外面に炭化物
Ⅳ

の

12E②
lc～ Ⅲ層

深鉢 口縁
デナ緑沈

りあ

？

落
遥
剥

突
物

縁
化

口
山灰

胴郡 :縄文 (RL)内面に Ⅳ

の

12F ①
Ⅱ層 ～ Ⅲ層

深鉢 口縁
口縁 :粘土紐貼り付けによる楕円孔 ナデ 顕部 :沈線
1同部 :縄文 (LR)

Ⅳ

の

第 5ト レンチ 深鉢 胴部 沈線 縄文 (LR) 磨消技法 ミガキ
ｌ

Ａ
Ⅳ
⑥

1lC ③・④
葬 +一 居 深鉢 胴部 沈線 縄文 (RL) 磨消技法 Ⅳ  l―

③―A
1lE①
lc層 深鉢 胴部 沈線 縄文 (L?) 磨消技法

Ⅳ
-1-

⑥―A
12F①
層下

深鉢 胴部 沈線 縄文 (RL) 磨消技法 内面に炭化物
Ⅳ-1-
Ⅱ⑥―A

12F② 深鉢 胴部 沈線 撚糸文 (R)
ｌ

Ａ
Ⅳ
⑥

132 12F ④ 深鉢 沈線
ｌ

Ａ

Ⅳ

③

13F ③ 深鉢 口縁 波状 沈線 縄文 (LR) 磨消技法
ｌ

Ａ

Ⅳ

③

1lE④
Ⅱ層

士霊 回縁 隆帯 把手 円形刺突 ガ キ
ｌ

Ｂ

Ⅳ
③

12E ②
ⅡI吾

士霊 胴部 沈線 縄文 (LR) 円形刺突 隆帯貼付 磨消技法
ｌ

Ｂ

Ⅳ
③

12F ②
工層 下

沈線 縄文 (LR) 磨消技法
ｌ

Ｂ

Ⅳ
③

■E④
Ⅱ層 下

廿Hl詈|`～

度
隆帯貼付 沈線 円形刺突 赤色顔料

Ⅳ-1-
③―B

1lF④
Ⅱ層 下

胴部 沈線 赤色顔料 Ⅳ-1-
Э―B

12E ①
Ⅱ層 下

切断蓋
付 +哭 胴部 沈線

17 1-
③―B

2H①
Ⅲ～ Ⅳ 層

深鉢? 胴部 沈線 縄文 (LR) 磨消技法 h-2
4E③
Ⅳ層

深鉢 口縁
山影状異起 突起周囲に沈線 平行する数条の沈線 縄
文 (LR) IV-2

6E③
Ⅳ層

深鉢 頸部? 縄文 (LR) 刺突
「

r 2

7E
表土～ Ⅱ層 深鉢? 胴部 沈線 縄文 (LR) 磨消技法 Ⅳ- 2

7E
表十～ I層 深鉢 胴部 沈線 充填縄文 (LR) Ⅳ-2

7E
表土～ Ⅱ層

壺 ? 頸部 沈線 縄文 (LR) f7-2

④Ｅ
層

８

Ⅲ 深鉢 ”縁
ト

ロ
胴 縄文 (LR) 5条 の沈線 口唇部 :縄文 (LR) Ⅳ-2

8F④
Ⅲ層 深鉢 口縁 沈線 回唇部 :撚糸側面圧痕 ?(R) Ⅳ-2

10E
Ic卜の 深鉢 頸部 沈線 縄文 (LR) IV-2

10E ④
Ⅲ層 深鉢 胴 部 撚糸文 (R) Ⅳ-3-

①
1lE④
Ⅲ層 ト 深鉢 口縁 口縁 :無文 胴部 :撚糸文 (R) ナデ

Ⅳ

①

■E④
Ⅲ層 L 深鉢 口縁 撚糸文 (R) IV-3

0
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番号
出上位置・
層   位

器  種 部 位 文 様 備 考 分 類
物
版

這
図

真
肝

写
Ｍ

第 11ト レンチ 深 鉢 口縁 口縁 :無文 ナデ 胴部 :撚糸文 (R)
Ⅳ

∩

第 11ト レンチ 深鉢
口稼～
月日L

口縁 :無文 ナデ 胴部 :撚糸文 (R) 円形刺突
Ⅳ

⑪

12D④
Ⅱ層下～Ⅲ層

深鉢
口縁 ～

席
山形突起 頂部に 2条の刻み 撚糸文 (R) 底部 :木
登 痛

Ⅳ
①

12E ①
Ⅱ層下

深鉢 胴部 網目状撚糸文
Ⅳ
①

12E ②
Ⅱ層下

深鉢
口縁 ～

樹日 I―

日縁 無文 ナデ 網目状撚糸文
Ⅳ
①

12E ②
Ⅱ層

深鉢 胴部 沈線 撚糸文 (R) 円形刺突
Ⅳ -3‐

①

12G①
表土～Ⅱ層

深鉢 口縁 口縁 無文 ナデ 撚糸文 (R)
IV 3-
∩

13F ④ 深鉢
口縁～
日ロト 口縁 :波状 無文 ナデ 撚糸文 (R) 内面に炭化物

Ⅳ-3-
①

13G
Ⅱ～Ⅲ層②

深鉢
頸部～

日日ト 口縁 無文 ナデ 撚糸文 (R)
Ⅳ -3-
命

6D
④Ⅲ層

深鉢 口縁 縄文 (RL)
Ⅳ -3
翁

6F
OⅣ層

深鉢 口縁 縄文 (LR) 撚糸側面圧痕 (LR) ナデ
Ⅳ
翁

6F
①Ⅳ層

深鉢 口縁 縄文 (LR)
Ⅳ-3
9

6F
②攪舌し上

深鉢 口縁 縄文 (LR) 口唇部 :縄文 (LR)
Ⅳ-3
0

7E①
Ⅲ層

深鉢 口縁 縄文 (LR) 口唇部 :縄文 (LR)
Ⅳ-3
0

ΦＥ
層

７

Ⅲ
深鉢 口縁 縄文 (RL) 口唇部 :縄文 (RL)

IV-3
の

第12ト レンチ 深鉢 回縁 縄文 (LR) 剥落
IV- 3
a

7E
表上～Ⅱ層

深鉢 口縁 縄文 (LR)
Ⅳ-3-
0

罪11ト レンチ 深鉢 口縁 縄文 (RL) ナデ
Ⅳ 3-
0

第11ト レンチ 深鉢 口縁
口縁 :ゆ るい山形状突起 ナデ 項部に捧状工具による

刻み 縄文 (LR)
IV 3-
0

第11ト レンチ 深鉢 口縁
口縁 :無文
物

ナデ 胴部 :縄文 (LR) 内外面に炭化 Ⅳ -3‐

の

第■ トレンチ 深鉢
回縁～

胴下半
回縁 :無文 胴部 :縄文 (LR) 173と 同一 ?

Ⅳ-3-
0

1l E

Ⅲ層
深 鉢 縄文 (LR) 内面に炭化物 172と 同一 ?

Ⅳ -3-
分

1lE③
Ⅱ層上

深 鉢 口縁 口縁 :無文 ナデ 胴部 :縄文 (RL)
Ⅳ -3-
分

⑭Ｅ
層

且
Ⅱ

深 鉢 □縁 口縁 :波状 無文 胴部 :縄文 (LR)
Ⅳ -3-
翁

1lE⑭
I層

深 鉢 口縁 口縁 :無文 ナデ 胴部 :縄文 (LR) 外面に炭化物
Ⅳ-3-
3

1lF①
Ⅲ層

深 鉢 口縁 ナ デ 縄文 (RL)
Ⅳ-3
3

12D② 深 鉢 口縁 口縁 :山形状突起 無文 ナデ 胴部 :縄文 (LR)
Ⅳ-3
0

12D② 深 鉢 口縁 口縁 :ゆ るい山形状突起 無文 ナデ l同部 :縄文 (LR)
Ⅳ-3
0

12E①
Ⅲ層

深 鉢 口縁 □縁 :無文 ナデ 胴部 :縄文 (LR) 外面に炭化物
Ⅳ-3
の

12E①
Ⅱ層下

深鉢 口縁 口縁 :ゆ るい山形状突起 縄文 (RL) 外面に炭化物
Ⅳ-3
の

12E ①
Ⅲ層

深 鉢 口縁 縄 文 (L) ナ デ
Ⅳ-3
0

12E ⑫
lc層 ～Ⅲ層

深 鉢 口縁 口縁 :無文 ナデ 胴部 :縄文 (LR)
IV-3
の

12E⑫
Ⅲ層

深鉢 口縁
口縁 :ゆ るい山形状突起 指頭圧痕 無文 ナデ 1同部 :

縄文 (LR) 外面に炭化物

いr-3
∩

12F ①
Ⅲ層

深 鉢 口縁 口縁 :沈線 ナデ 胴部 :縄文 (RL)
Ⅳ - 3

∩

12F⑫
Ⅱ層下

深 鉢 口縁 口縁 :無文 円孔 ナデ 胴部 :縄文 (LR)
IV 3
0

13G③ 深 鉢 □縁 口縁 :無文 ナデ 胴部 :縄文 (RL) 内面に炭化物
IV 3-
0

⑨Ｄ
層

Ｈ
Ⅲ

壷 ?
胴部～

底
縄文 (LR) 28の 底部 ?

Ⅳ 3-
の

1l E

I層
浜 鉢 胴部 沈線による格子目文

Ⅳ-3-
∩
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番号
出上位置・

層   位
器  種 部 位 文 様 備 考 分  類

物
版

遺
図

真
版

写
図

7E
表土～ Ⅱ層

深 鉢
打可 卜～

底
網代痕 144の 底 部 ? fV 4

第11ト レンチ 底 Ⅳ-4

1lD④
Ⅱ～Ⅲ層弩乱土

底 木葉痕 Ⅳ-4

1l E

E層下
底 上げ底 木葉痕 Ⅳ-4

■E③
I層下

底 上げ底 ケズリ? Ⅳ―コ

1lE ③
I下～Ⅲ層

底 Ⅳ―コ

1lE ①
Hc層 底 Ⅳ―コ

1lF①
Ⅱ層

底 丸底 IV-4

②Ｄ
層

‐２

Ⅱ 底 木葉痕 PV-4

12E ②
Ⅱ,詈

底 上げ底 Ⅳ-4

12E ②
lc層 底 上げ底 木葉痕 Ar-4

17号焼土脇 鉢
口縁 ～

虐 無文 上げ底 赤色顔料 Ⅳ-5

7F③
Ⅱ層下

鉢 ? 口縁 沈線 圧 痕 縄文 (RL?) V

10E ⑭
■c上 深鉢 口縁 沈線 口唇部 :連続した刻み V

10E ⑭
lc上 鉢 口縁 沈線 縄文 (LR) V

10G③
Ⅲ層

深鉢 口縁 口縁 :沈線 口唇部 :沈線 連続 した刻み V

第11ト レンチ 鉢 ? 口縁
口縁 :2条 の沈線 口唇部 :刻み 内側折り返 し 縄文
(LR)

V

1lG②
表土一括

鉢 口縁 口縁 :沈線 刺突 口唇部 :連続した刻み 沈線 V

(土製品)

番 号
闇 主 任 直・

層   位
種類 部位 文 様 ・ 特 徴 備 考

物

版

遣

図
具
版

与
図

5
Z=4王后
ベル ト1層

ミニチュア 阿下半
～ 席 無文 底部 :丸底

Z骨任 后

埋土 B
ミニチュア

口縁～
席

□縁 :波状 底部 :上げ底 無又

Z;4■后
埋土A ミニチュア

口縁 ～

鷹 無文 内外面に炭化物

1lD③ ミニチ ア
胴下～

庸 無文

1l D～
12E④

チュア 口縁 沈線

1lE⑭
Ⅱ層下部

チュア
口稼 ～

廣 無文 上げ底

1lF①
Ⅲ層

チュア
口縁 ^

Hralト
無 文

12E ②
Ⅱ層

ニチュア
口縁～

席 無又

6F①
魔乱土

スタンフ
形+歯1揮

沈線 刻み

2F①
Ⅳ層

円 電i林
+型 早 無又

⑭
下

Ｄ
層

且
Ⅱ

狐
口
巾

監
聟

円
十 縄文 (LR)

⑭Ｅ
層

Ⅱ
Ｉ

林

早

径

割

円

＋ 縄文 (LR)

①
下

Ｆ
層

ｎ
Ｉ

択
口
ｍ

径
剣

円
十 木葉痕

■ F O1/

1層下
円監】天
土製品

網目状撚糸文

12E ①
Ⅱ層下

円 篭 】天

土製品
縄文 (RL)

6H①
Ⅳ層

土偶? 管状の空洞

1lE ②
I層下

土錘 ? 縦位・横位の管状の空洞
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器 )(石

番号
出土 地 点・

層   位
種 類 分類 酔

ｍ
中邑

(cm)

厚 さ
rttm、

菫量

rgⅢ
石質 産 地 備 考

物
肝

遺
Ｍ

真
版

写
図

に居猿還千
ベル ト8兵

石鏃 Ia 頁岩
上
加

2G③
Ⅳ層

石鏃 Ib 頁岩
上
如

北
山

5G①
Ⅳ層

石鏃 Ib 買岩
北上
1l i 14t

4F③
Ⅳ層

石鏃 Ib 16 頁岩
上

靴

5F②
Ⅳ層

石鏃 Ib 13 頁岩
上
粕

②Ｆ
層

５
Ⅳ

石鏃 Ib 頁岩
上
納

第 5 トレ ンチ 石鏃 Ib 15 頁岩
北上
I I Itllj

第 12ト レンチ 石鏃 Ib 11 頁岩
上
納

2号住居
埋土上面

石鏃 Ic 頁岩
北上
I l illlj

基部欠損

2E⑫
Ⅳ層

石鏃 Ic 14 頁岩
上
納

4F⑭
Ⅳ層

石鏃 Ic 11 頁岩
北

山 基部欠損

4G⑭
僣舌|十

石鏃 Ic (20) 17 頁岩
北

山 先端部欠損

5F②
Ⅳ層

石鏃 Ic (14) 11 頁岩
北

山 基部欠損

5F⑫
Ⅳ層

石鏃 Ic (14) 頁岩
北

山 基部欠損

5F②
攪乱土

石鏃 Ic 13 頁岩
北

山

①
下

Ｆ
層

８
皿

石鏃 Ic 14 頁岩
北

山

第 6ト レンチ 石鏃 Ic (13) 頁岩
上
地

北
山 基部欠損

3E①
Ⅳ層

石鏃 Id 15 頁岩
北

山

6E②
Ⅳ層

石鏃 Id 14 頁岩
北

山

①Ｈ

層

６

Ⅳ 石鏃 Id 12 頁岩
北

山

7E
I～ Ⅱ層

石鏃 Id (15) 頁岩
北

山 先端部欠損

S22
7E⑭
Ⅲ層

石鏃 Id 16 頁岩
北

山 先端部欠損

S23 ①Ｇ
層

７
Ⅳ

石鏃 Id 17 頁岩
北

山

もⅢ∪
Ⅳ層上

石鏃 Id 14 頁岩
土
地

北
山

S25
もII∪
Ⅲ層

石鏃 Id 15 頁岩
北

山

S26
⑫Ｆ

層

５

Ⅳ 石鏃 Ie 頁岩
北

山

S27
③Ｈ

層

４

Ⅳ 石鏃 If 19 14 頁岩
土
地

北
山

5F⑫
攪乱土

石鏃 If (22) 12 頁岩
北

山 先端部欠損

S29
lU Ⅲくυ
Ⅱ層下

石鏃 If 頁岩
上
地

北
山

Z;佐 后
ベル ト2層 石鏃 Ig (16)

珪 質
百 井

北

山 先端部・基部欠損

Z;4■后
埋土上面H 石鏃 Ig 13 14 メノウ

上
納

S32
12F ①
Ⅲ層

石鏃 Ig 頁岩
上
納 先端部欠損

5F⑫
授乱土

石鏃 頁岩
上
粕

S34
7G①
Ⅳ層

石鏃 Ⅱ a 13 頁岩
上
地

北
山

S35
も

“

∪
Ⅲ層下

石鏃 (20) 頁岩
上
怖 基部欠損

4H①
Ⅳ層

石鏃 買岩
上

柿 鏃身部欠損

S37
4H③
風倒木跡

石鏃 (16) 頁岩
北上
II ItlL

基部欠損
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番号
出土 旭 点・

層    位
種類 分類

長 さ

(cm) 生m)
サ旱さ

`cmヽ

重 量

(FF)
石質 産 地 備 考

物
版

慮
図

具
版

与
図

5H③
Ⅲ層下

石鏃 18 14 頁岩
上
地

北
山 両面に剥離面残す

S39
Ｈ

層

６

Ⅲ 石鏃 17 19 頁岩
土
地

北
山

S40
も

“

∪
Ⅳ層上

石鏃 19 14 頁 岩
〕ヒ」L
山地

S41
10E ⑭
Ⅲ層

石鏃 Ⅲ a 頁 岩
】ヒ」し
山地

欠損品

S42
5F⑫
Ⅳ層 石鏃 Ⅲ b 10 頁 岩

Jと 」L
山地

S43
4「 ⑭
W目 石 鏃 Ⅲ b (28) 16 頁岩

上
地

北
山 先端部欠損

②

十

ド

浄

５

悟 石鏃 Ⅲ b 頁岩
引LJし

山地

S45
7G①
Ⅳ 層

石鏃 Ⅲ b 19 11 72 頁岩
引ヒJE

山地

2号住居
胆 キ 下 蒜 石鏃 Ⅳ 伊 10

l■負

頁岩
引し」ヒ

山地
欠損品

2号住居
ベル ト4層 石鏃 Ⅳ

壇 負

頁岩
ヨしl

山地
欠損品

2号住居
担 +卜 而 石鏃 Ⅳ 18

質

岩

妊

頁
コヒ」E
山地

欠損品

S49
2号住 居
担 +卜 面 石鏃 Ⅳ (1 (1

質
岩

妊
百

コしJE

山地
欠損品

2号住居
担+卜面 石 鏃 Ⅳ メノウ

引LJE

山地
欠損品

2号住 居
担 +卜 面 石 鏃 Ⅳ (1

質
岩

壇
百

上
加 欠損品

S52
3F②
悟 舌|十 石 鏃 Ⅳ 頁岩

上
抑 未製品?

S53
4G③
Ⅳ層

石 鏃 Ⅳ 頁岩
上
柿 未製品?

4H①
Ⅳ層 石 鏃 Ⅳ 頁岩

上
加 味製品の欠損品 ?

S55
2H①
Ⅲ～Ⅳ層 石鏃 Ⅳ 頁岩

上
姉 未製品?

S56
5F②
捨 舌|十 石鏃 Ⅳ 買岩

上
如 欠損品

S57
7G④
Ⅳ層

石鏃 Ⅳ 伊動 黒曜石 不 明 未製品

①
下

Ｆ
層

８
皿

石鏃 Ⅳ (17) 頁岩
上

如 欠損品

12E ①
Ⅳ層 石鏃 Ⅳ 11 頁岩

北上
I I ItllJ

欠損品

3号陥し穴 尖頭器 I (29) 頁岩
北上
IIIt4J

先端部 。基部欠損

5F⑫
糖摯吾|―ト 尖頭器 X 頁岩

北上
I I ItlL

基部欠損

第 1ト レンチ 尖頭器 頁岩
北上
I I ItllJ

基部欠損

第 6 トレンチ 尖頭器 (38) 頁岩
北上
1 1 1 tlt

先端部欠損

5F②
僣吾|十 尖頭器 (1 り 頁岩

北上
「I Itlb

基部欠損

9F①
Ⅲ層

尖頭器 頁岩
北上
I I illlJ

基部欠損

4F②
悟吾|十

石 箆 頁岩
北上
IlttlJ

欠損品 片面調整

第 4 トレンチ 石 箆 81 頁岩
上

袖 両面調整

10G①
沢Ⅲ層

石 箆 頁岩
上

柿 両面調整

2F③
Ⅳ層

石 匙 Ia 頁岩
上

抑

S70
5F②
Ⅳ層

石 匙 Ia 頁岩
上
抑

S71
7E②
Ⅲ層

石 匙 Ia 07 頁岩
北上
I I ItrtJ

つまみ部欠損

S72
7G①
Ⅳ層

石 匙 Ia 頁岩
北上
十IIIHJ

つまみ部欠損

S73
7G③
Ⅳ層下

石 匙 と a 頁岩
北上
111tt 先端部欠損

8F①
Ⅳ層上

石 匙 Ia 21 頁岩
上
地

北
山

8G131
Ⅲ層

石 匙 Ia 15 頁岩
上
地

北
山

つまみ部欠損
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番号
出土地点・
層    什 種類 分類 酔

怖
幅

ｃｍ
膵
備

重 量

rgⅢ
石質 産地 備 考

物
版

遺
図

冥
版

与
園

12G ①
同体ヽ 大 臆 石 匙 Ia 61 頁岩

北上
I l illlJ

S77
4H①
Ⅳ 層

石 匙 Ib 頁岩
北上
I I Ittll

S78 ∪Ｄ
層

１‐

Ⅲ
石匙 Ib 頁 岩

北上
I l itlll

S79
7G①
Ⅳ 層

石匙 頁 岩
北上
山地

S80
7G①
Ⅳ層

石匙 Ⅱ b 頁岩
上
地

北
山

1lF ③
Ⅱ層下

石匙 Ⅱ b 頁岩
引ヒI
山地

S82
5F④
Ⅳ層

石 匙 Ⅲ 07 頁岩
土
地

北
山

つまみ部・ 先端部欠損

②Ｆ
層

９

Ⅲ
石 匙 Ⅲ 頁岩

上
地

北
山

先端部欠損

10F ①沢
Ⅲ層

石 匙 皿 15 19 07 頁岩
上
地

北
山

先端部欠損

番号
出土地点・

層   位
種類 分類

長 さ
イρrnヽ

中冨

`ρ

mヽ
厚 さ
rρ n.、

重量
rg、

石質 産 地 剥片 備 考
物
版

遺
図

真
脂

写
同

S85
2号仁居
埋上下面

収 形

石 器

賞

岩
妊
頁

土
地

北
山 不 明

2号住居
埋土上面

狭 形

石 器
18

賞

岩
姓
頁

上
地

北
山 不 明

4H③
Ⅳ層

狭 形

石器
頁岩

上
地

北
山 縦長

4H③～
5H①

形
采

隈
石

頁岩
上
地

牝
山 横長

5F②
rB4舌 |十

撰形
石器

頁 岩
土
地

北
山 縦長

6H① 撰形
石繋

頁 岩
上
地

北
山 縦長

7G⑫
Ⅳ層

形
繋

楔
石

44 頁岩
上
地

北
山 縦長

10E ⑭
Ⅲ層

形
器

楔
石

珪 賞

頁岩
土
地

北
山 不 明

1lE②
Ⅲ層

形

米

撰

石
メノウ 土

地
北
山 横長

1lE⑫
Ⅲ層

形
琴

楔
石

メノウ 上
地

北
山 不 明

S95
1lE②
lc層上

形
器

楔
石

頁岩
引ヒ」し

山地
不明

全側縁 :◎ 上辺 :○ 下辺 :0 右辺 :△ 左辺 :▲に加工

番号
出 主 肥 黒・

層   位
種類 分類

長 さ
イρrnゝ

幅
ｍ

厚さ
rcm、

重量

(質 )

石質 産 地 剥片
力日  I

備 考
物
版

遺
図

具
版

与
図

S96
2号仁居
埋土下面

不定形
l■ 賞

頁岩
ヨし_し
山地

背腹面不明

居
而

仁
下

号
十

２
坪 不定形 11

l■負

頁岩
引6JE

山地
不 明 △

居
面

住
上

号
上

２
埋

不定形 11 07
駐 負

頁岩
土
地

北
山 縦長 △

居
面

住
上

号
土

２
埋

不定形 11 メノウ
上

地 不 明 △

S100
4E①
肛～Ⅳ層

不定形 11 10 頁岩
上
加 縦長 △

S101
5F②
Ⅳ 層

不定形 11 頁岩
上

加 縦長 ▲

S102
③
十

Ｆ

「
５
悟

不定形 11 頁岩
上
加 不 明 △

S103
5G③
Ⅳ 層

不定形 11 頁岩
上
怖 横長 ● 腹面にバルブ

S104
Ｇ
層

５
Ⅳ

不定形 11 11 頁岩
上

加 不 明 ● ●

S105
6E③
Ⅳ 層

不定形 11 頁岩
上

加 不 明 ○ O

S106
③Ｅ

層

６

Ⅲ 不定形 11 16 頁岩
上

加 不 明 △

S107
6G②
Ⅳ 層

示定形 11 頁岩
上

加 不 明 ● ●

S108
④
ｒ

Ｇ
層

６
Ⅳ

不定形 11 頁岩
上

加 不 明 ● ●

S109 6H① 不定形 11 15 頁岩
上

加 不 明 △ ▲
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番号
出土地点 。

層   位
種類 分類

長 さ
イρrr]ヽ

中冨

`β

mヽ '早

さ

`全

mヽ

重量
r。 ヽ 石質 産 地 剥片

71□  T
備 考

物
版

遺
図

員

版

与

園背 面 腹 面

Sl10
7G①
Ⅳ層

不定形 11 頁岩
上
地

北
山 横 長 △ 腹面にバルブ

Slll
⑫Ｄ

層
８
Ⅳ

不定形 11 頁岩
上
地

北
山 不 明 △ ▲

Sl12
12E ⑫
攪乱土

不定形 11
畦質
頁岩

上
地

堆
山 不 明 ○

Sl13
5F①
Ⅳ層

不定形 12 頁岩
土
地

北
山 縦長 ● 腹面 にバルブ

Sl14
5F⑫
Ⅳ層

不定形 12 頁岩
土
地

北
山 不 明 ▲ △

Sl15
5F②
措 舌|十

不定形 12 頁岩 上
地

花
山 不 明 ○ ○

Sl16
①Ｈ

層
６
Ⅳ

不定形 12 16 頁岩 上
地

北
山 不 明 ▲ △ 腹面 にバルブ

Sl17
7G③
Ⅳ層

不定形 12 頁岩 上
地

北
山 縦長 △ 腹面にバルブ

Sl18
2号土坑
肉 離 +付 i斤

不定形 13 11 頁岩 上
地

北
山 横長 ▲ 腹面にバルブ

Sl19
4H③
岡 椰 大 駄

不定形 13 頁岩 上
地

北
山 不 明 △

5F②
Ⅳ 層

不定形 13 頁岩
上
地

北
山 不 明 ●

7G②
Ⅳ 層

不定形 13 頁岩
上
加 不 明 ○ ○

S122
5H①
Ⅳ層

不定形 14 ll 頁岩
上
加 縦 長 △

6H③
Ⅳ 層

不定形 14 頁岩
上
加 縦長 ▲

8F①
Ⅳ層上

不定形 14 16 頁岩
土
地 不 明 △

13D②
Ⅱ～Ⅲ層

不定形 14 頁岩
上
加 不 明 △

住居状遺構
ベル ト7層

不定形 Ⅱal 頁岩
上
加 不 明 ▲ ●

S127
3号陥 し穴
担 +卜 蔀

不定形 Ⅱal 15 頁岩
上
加 不 明 ● △ ● 背腹面不明

2号上坑
肉樺 十

不定形 ■al 頁岩
上
加 不 明 ● △ ●

S129
4H③
Ⅳ層

不定形 Ⅱal 頁岩
上
加 縦長 △ △

S130
5F①
Ⅳ層

不定形 Ial 頁岩
上

加 横長 ○ ● 〇 ●

S131
5F②
Ⅳ層

不定形 Ial 17 頁岩
上

加 不 明 △ ●

S132
Ｆ

『

５

暦 不定形 Ⅱal 頁岩
上
如 縦長 △ ▲ 腹面 にバルブ

S133
Ｆ

「

５

磨 不定形 Ⅱal 13 頁岩
北 上
II ItHR

不 明 △ ▲

S134
5G⊂
Ⅳ層

不定形 Ⅱal 頁岩
北上
I I ItllJ

縦長 △ ▲ △ ▲

S135
5G②
Ⅳ層

不定形 Ⅱal 頁岩
上
如

北
山 不明 ○ ● ○ ●

S136
6E③
Ⅲ層

不定形 Ial 頁岩
北上
III枷 横 長 ○ ▲ ○ △

S137
6H①
Ⅳ層

不定形 Ial 11 頁岩
北上
I I It4tl

不 明 △ ▲ △ ▲ 背腹面不明

S138
6H③
Ⅳ層

不定形 Ial 頁岩
北上
II It41

横 長 ● ▲ ●

8F①
Ⅳ層

不定形 Ⅱal 頁岩
北上
IIItfl

不 明 O ○ ▲

8F①
皿層

不定形 Ⅱal 17 頁岩
上

抑 縦長 ● △ ▲

S141
8F～
GⅣ層

不定形 Ⅱal 頁岩
上

抑 不 明 △ ▲ △

9F③
Ⅲ～Ⅳ層

不定形 Ial ll 頁岩
上

靴 不 明 ▲ ○

10G①沢
Ⅲ層

不定形 Ial 19 頁岩
上

怖 不 明 △ ▲

S144 第 1ト レンチ 不定形 Ial 頁岩
上

粕 不 明 ● ▲ ● △ 腹面 にバルブ

S145 第 7ト レンチ 不定形 Ial 07 頁岩
上

納 不 明 △ ▲ ▲

S146
8F①
Ⅳ層上

不定形 Ia2 頁岩
上

柿 横 長 ○ ● ○ ●

S147
8F①
Ⅱ層

不定形 Ⅱa2 21 頁岩
上

柿 不 明 ▲ ▲
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番号
出土地点 。

層   位
種類 分類

長 さ
′ρmヽ

厚 さ
rttm、

重量
rσ ゝ 石質 産 地 剥片

カロ  ニ[
備 考

物
版

遺
図

具
版

与
図

S148
12E ①
Ⅱ層下

不定形 Ⅱa2 11
珪 質
百 岩

北上
山地

不 明 ● △

2号住居
哩土下面

不定形 Ⅱbl 18 31
質
井

珪
百

北上
山地

不 明 △ ▲ △

S150
4HO
Ⅳ層上

不定形 II b l 15 11 頁岩
上
地

北
山

不 明 ▲ △ ▲

S151
5E⑫
Ⅳ層

不定形 Ⅱbl 頁岩
上
地

北
山

不 明 ○ ○ ●

S152
5F鬱
Ⅳ層

不定形 Ibl 頁 岩
上
地

北
山 不 明 ○ ● ●

S153
5F⑫
措舌|十 不定形 Ⅱbl 頁岩

北上
山地

縦 長 △ ▲ △ 腹面にバルブ

OL∪
Ⅲ層

不定形 Ⅱbl 頁岩
】ヒ■
山地

不 明 △ △

S155
①Ｆ

層
６
Ⅳ

不定形 Ⅱbl 頁 岩
上
地

北
山 縦 長 △ ▲ △ ▲ 腹面にバルブ

S156
④Ｇ

層
６
Ⅳ

不定形 Ⅱbl 頁 岩
上
地

北
山 不 明 △ ▲ △ ▲ 腹面にバルブ

S157
8F～ G
V!喜

不定形 Il b l
4賞
頁 岩

上
地

北
山 縦 長 △ ▲

S158
10F ②
Ⅱ層下

不定形 Ⅱbl 賞
岩

畦
頁

封ヒJし

山地
不 明 △ ▲

S159
り
下

Ｆ
層

ツ
ー

不定形 Ⅱbl 頁岩
上
地

北
山 横長 ● ○ ● 腹面 にバルブ

S160 不明 不定形 Ⅱbl 頁岩
】ヒ」し
山地

縦長 △ ▲ △ ▲ 腹面にバルブ

S161
①

十

Ｆ

「

５

僣 不定形 Ⅱb2 頁岩
】ヒ」し
山地

縦長 △ △ ▲

S162
③Ｇ

層
５
Ⅳ

不定形 Ⅱb2 07 頁岩 土
地

北
山 不 明 △ ▲ ▲ 腹面にバルブ

S163
7F③
Ⅳ 層

不定形 Ⅱb2 頁岩 土
地

北
山 横長 ● △ ●

S164
9F②
Ⅲ層

不定形 Ⅱb2 10 頁岩 上
地

堆
山 縦長 △ ▲

S165
1lC④
I層 不定形 Ⅱb2 10 頁岩 上

地
花
山 縦長 △ △ ▲

S16て
12E①
I層 不定形 Ⅱb2 l■負

頁岩
上
地

堆
山 不 明 △ ▲ ▲

S167
2G①
層青|キ 不定形 Ⅱb3 11 頁岩 上

地
北
山 不明 △ △ ▲

S168
6G②
Ⅳ 層

不定形 Ⅱb3 頁岩
上
地

北
山 縦長 △ ▲

S169
2号住居
輝十下雨

不定形 Ⅲ l 12
壇 負

頁岩
上
地

北
山 不明 〇●▲ 腹面にバルブ

S170
2号土坑内
14+村 折 不定形 Ⅲ l 10 頁岩

上
地

北
山 不 明 ●△▲ ●△▲ 背腹面不明

S171
4F③
Ⅳ 層

不定形 Ⅲ l 頁岩
上
加 不 明 ▲ ●△▲ 腹面にバルブ

S172
5F②
摺 舌|+ 不定形 Ⅲ l 頁岩

上
加 不 明 ○ △ ○●▲ 背腹面不明

S173
5F③
碧

=|キ
不定形 Ⅲ 」 11 頁岩

上
加 不 明 ○ 〇●△

S174
5H③
岡 側 大 脈

不定形 Ⅲ l 頁岩
上
抑 横長 ●△▲ 腹面にバルブ

S175
6E②
W層 不定形 Ⅲ l 買岩

上
如 縦 長 ●△▲

S176
6F①
Ⅳ層

不定形 Ⅲ l 10 77 頁岩
上
如 不 明 ○△▲ ○ ▲

S177
6G④
Ⅳ層

不定形 Ⅲ l 頁岩
上
加 縦長 ○△▲ △ ▲

S178
7G②
Ⅳ層

不定形 Ⅲ l ll 頁岩
上
加 不 明 ● ▲ △ ▲ 腹面にバルブ

S179
7G④
Ⅳ層

不定形 Ⅲ l 頁岩
上
如 縦長 ○△▲ ▲ 腹面にバルブ

S180
①
下

Ｆ
層

不定形 Ⅲ l 16 16 頁岩
上
加 縦長 ●△▲ ●

S181
12F ①
Ⅱ層下～Ⅲ層

不定形 Ⅲ l 14
質
岩

妊
百

上

加 縦長 ○ △ △

S182 第 1ト レンチ 不定形 Ⅲ l 19 67 頁岩
上

加 縦長 ○△▲ ○△▲

第 3ト レンチ 不定形 Ⅲ l 17 頁岩
上

加 不明 ○△▲ ○ △

第 6ト レンチ 不定形 Ⅲ l 31 44 11 頁岩
上

加 不明 〇●▲ 〇●△

不 明 不定形 Ⅲ l 頁岩
上

加 不明 〇●△ ○●▲ 腹面 にバルブ
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番号
出土地点・

層   位
種 類 分類

長 さ
rrm、

幅
rttm、 膵

需
菫量
rgⅢ

石質 産地 剥 片
カロ  I

備 考
物

版

遣

図
興
版

与
図

7G②
Ⅳ層

不定形 Ⅲ 2 頁岩
引ヒ_L

山地
縦 長 ○△▲ ▲ 腹面にバルブ

SX87 居
面

住
上

号
土

２
埋 不定形 Ⅳ l 頁岩 土

地
死
山 不 明 ◎ ◎

Z言仁 后

埋 土 H 不定形 Ⅳ l 11
買

岩

妊

百
土
地

北
山 不 明 ◎ ○ △

③
Ｈ
層

４
Ⅳ

不定形 Ⅳ l 頁岩
土
地

北
山 不 明 ◎ ● △

S19(
5F②
Ⅳ層

不定形 171 77 頁岩
上
地

北
山 縦長 ●△ O△▲

第 5ト レンチ 不定形 Ⅳ l 頁岩
上
地

北
山 縦長 ◎

番号
出主 肥 点・

層    柿
種類 分類

長 さ

`金

nnヽ

幅
ｍ

厚さ
rcrn Ⅲ

重量
r fr、

石質 産地 備 考
物
肝

遺
団

真
肺

写
団

6G鬱
Ⅳ層上

暦 裂

石斧 頁岩
上
加 基部欠損

S193 ∪
に

Ｉ
層

も
Ⅲ

磨 裂

石斧
ホルン

フェ,レス

上
加 半面欠損

1lE⑫
Ⅱ層下

裂
斧

磨
石

佃粒閑
緑芦

上
如 刃部・基部欠損

S195
llD⑫～12E聰
I層

裂
斧

暦
石 頁岩

上
加 刃部・基部欠損

1lC ③④
II喜

裂
斧

暦
石 頁岩

上
如

北
山 半面欠損 刃部・基部欠損

第11ト レンチ 裂
律

暦
石 頁岩

上
加

北
山 刃部欠損

S198
1lE②
lc層 ト 敲磨器 11 砂岩

上
加

北
山 磨り痕

S199
8F③
Ⅲ層

敲磨器 12 閃緑岩
上

粕 凹み痕

5E②
Ⅳ 層

敲磨器 15 (57)
花筒斑 上

袖 磨り痕+敲打痕 欠損

5G②
皿層

敲磨器 15 砂 岩
〕ヒ上
II It4t

磨り痕+敲打痕 欠損

S202
1号土坑
埋■12層 敲磨器 17 閃緑岩

北上
II It4J

磨り痕十凹痕半敲打痕 欠損

2号住居 敲磨器 Ⅱ 3 砂 岩
北上
l f ft41

3側縁に敲打痕

8F①
Ⅲ層_L

敲磨器 Ⅱ 3
デイサ
イ ト

北上
I I I tllJ

2側縁に敲打痕

S205
2号土 坑
肉樺 キ 陸 敲磨器 Ⅱ 5

ホルン

フェルス
上
地

北
山 磨り痕+敲打痕

S206
8F③
Ⅳ層

敲磨器
ホフレン

フェルス
北上
I IIIIV

磨り痕+敲打痕

番号
出土 地点 。

層    締 種類 分類 麟
ｍ

幅

ｃｍ

厚さ

`命

mⅢ 襲
ｍ

石質 産 地 備 考
還
図

写真
図肺

S207
居住

Ｈ
号
上

２
埋

瑛状
電 鮪

ヒスイ 新潟? 欠損
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Ⅵ まとめ

今回の発掘調査で検出された遺構は、竪穴住居跡 3棟 (以下住居とする)、 住居状遺構 1棟、陥 し穴状遺

構 3基、土坑12基、焼土遺構24基 (内、土坑内 2基、二次堆積 5基)である。検出遺構数が少ないので、今

回の発掘調査の成果を項目ごとに並べてまとめとしたい。

1.層位について

基本層序は本書 工の項で 8層 に大別 している。出土遺物等か らおおまかな時期を推定すると、Ⅳ～V層面

では早期から前期に属する可能性の高い土器の出土量が多いこと、 1号住居の埋土はⅢ層に似た上であった

こと、Ⅱ層下面～Ⅲ層では後期に属する可能性の高い土器の出土量が多いこと、Ⅱ層か らは中世の遺物の出

土が見られることからⅣ層～V層は早期から前期、Ⅲ層～Ⅳ層は中期、Ⅱ層下面～Ⅲ層は後期の生活面であっ

た可能性が高いと思われる。ただ し出土遺物と層位に差が生 じているものもあること、木の根や耕作により

かなり攪乱や削平を受けているため上記は推定の域をでない。

2.遺構

(1)竪穴住居跡

3棟検出されている。住居跡が検出されたのは調査区北側の 3H①グリットと南側の1l D～ 12Eグ リット

である。 1号住居は複式炉をもち、大木10式土器を出土 している。炉は住居の直径約 1/41こ 位置 し、炉の長

軸は南西―北東である。住居に伴 う可能性のある柱穴は 6基検出している。中期後葉に属するものである。

2号住居は住居中央部に石囲炉をもち、上面埋土から後期前葉の土器が出土 している。住居に伴う可能性の

ある柱穴は 1基検出している。後期前葉に位置づけられるものである。 3号住居は攪乱のため検出状況が悪

く、時期を決定づける遺物は出土 していないが、遺構内埋上がⅡ層の黒色土主体であることから古代のもの

である可能性が高い。柱穴等は確認されておらず詳細は不明である。

(2)陥 し穴状遺構

3基検出されている。不整の円形状で副穴を持つもの 2基、不整の楕円形状のもの 1基である。「陥 し穴

状遺構の形態と時期について (田村荘―)」 を参考としてこれらの遺構の形態を当てはめると 1号 。2号陥

し穴状遺構はC型、 3号土坑はB型にそれぞれ該当するものと思われる。 C型は縄文時代早期末葉～前期初

頭、 B型を縄文時代晩期中葉～平安前期に該当する可能性のものとしている。本遺跡においては 1号陥 し穴

状遺構の 3層下から胎土に繊維を含む土器が出土 している。上面か らの出土で時期を決定付けられるもので

はないと思われるが田村氏を参考とすれば形態の似ている 1号・ 2号陥 し穴状遺構は早期末葉から前期初頭

に該当する可能性が高いものと思われる。 3号陥 し穴状遺構については埋土上面から縄文時代後期前葉の土

器片が数点出土 しているが時期を決定づけるものとは考えにくい。田村氏を参考とすれば縄文時代晩期中葉

～平安前期に該当する可能性のものとしており、この時期に該当する可能性が高いと思われる。

(3)土坑

調査区の北半側に 4基、南側に 8基の検出で、沢のあった中央部には検出されていない。平面形は円形・

不整の円形 7、 楕円形・不整の楕円形 2、 砲弾型 1、 不明 2で 円形を基調 とするものが多い。断面形は浅鉢

状のものが多い。完形に近い土器が出土 したものは 5号土坑、 7号土坑、10号土坑である。いずれも後期前

葉に属する可能性の土器である。また、付近から石器が多量に出土 したものは 2号土坑である。埋土中に多
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量の礫を含んでいたものに12号土坑がある。「土器の出土状況からみた土壊墓の認定について (中村大)」 に

よると、土壊墓の認定基準に、「 1.人骨が検出される 2.赤 色顔料が撒布されている。  3.土 坑上面

に配石や集石、立石などを有する。 4.底 面に周溝を持つ、または土坑の底や壁に礫を並べる。 5.耳

飾 り・玉類などの装身具や石棒など第二の道具が出土する。」とある。本遺跡の上坑において、赤色顔料を

塗 った土器が出土 している 7号土坑は土媛墓であった可能性が高いものと思われる。また、精円形を呈 し、

埋土に大きめの礫を含む12号土坑、土坑内から土器 。焼土が検出された 5号・ 6号土坑の埋土は人為的に埋

め戻された可能性が高 く、土墳墓の可能性のあるものと考えている。また、周囲か ら剥片石器が多量に出土

した 2号土坑については、土坑内焼土から土器や剥片石器が出土 し異地性の焼土の可能性 もあるが、木の根

による攪乱 もあり断言はできない。土坑ではなく、付近に石器製作に関連する施設があり、やや窪んだとこ

ろに焼土を破棄 している可能性あるいは石器製作に関連する施設であった可能性が考えられるが推定の域で

ある。

(4)焼土遺構

24基検出した。焼上に平面的な広がりを持たずブロック状になっている 5基は異地性の焼土 と判断した。

焼土には不整形のものが多 く規模は最大で、約180× 86cm、 最小で約 19× 14cmで ある。 1号～ 4号焼土お

よび11号～15号焼土検出直前の層には中椒撮火山灰の褐色ブロックが含まれており、また付近から胎土に繊

維を含む土器が出土 していることからこれらの焼土は縄文時代前期の可能性のあるものと思われる。

おわりに

今回調査 した栃洞Ⅱ遺跡は早期～前期前葉、中期後葉～後期中葉、晩期中葉の土器および中世～近世の陶

磁器が出土 している。土器は後期前葉のものが最 も多 く、次いで前期前葉のものが多い。他の遺構が削平に

より消滅 した可能性 もあるが、早期から前期の遺構は陥 し穴状遺構が確認されただけである。 この時代には

居住地ではなく狩猟域であった可能性が高い。中期の後葉～後期にかけては住居が検出されており生活の場

として利用されていたものと思われる。早期の上器が沢跡付近のⅣ層から検出されており、早期には調査区

内には 2本の沢が存在 していたものと思われる。後期には沢上面付近から土坑、住居が検出されていること

か ら後期以前に沢は埋まっていたものと思われる。後期中葉、晩期については、土器のみの検出であり、付

近にこの時期に属する遺構が存在する可能性が高い。また、中世の皿や銭貨 も出土 していることから付近に

中世の遺跡の存在も考えられる。今後周辺の調査が進むとさらに生活様式、土地利用が明らかになるものと

思われる。
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ふ り が な

所 収 遺 跡 名

ふ り が な

所  在  地

コ  ー  ド

】ヒ       糸華

調 査 期 間

調 査 面 積

調 査 原 因

とちほらにいせき

栃洞Ⅱ遺跡

いわてけんとおのしとおのちょうめおといし

岩手県遠野市遠野町第31地割女男石47-7ほか

市町村 03208  遺跡番号 M F55-0093

39°  19′  00〃

141°  31′  51〃

平成14年 4月 1日 ～ 7月 31日

4,106■苫

遠野第ニダム建設事業に伴う緊急発掘調査

所収遺跡名 種 月J 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

栃洞Ⅱ遺跡 散布地

集 落

縄 文

古代 ?

竪穴住居  2

住居状遺構  1

陥 し穴状遺構 3

土坑    12

焼土遺構  24

竪穴住居  1

縄文土器

(早期～晩期),

石 鏃 (縄文)

土製品 (縄文)

石製品 (縄文)

陶磁器 (中世 。近世)

銭貨 (中世 。近世)

前期前葉 。後期前葉主体

スタンプ・ 円盤状土製品等

瑛状耳節

皿等

永楽通宝 。寛永通宝等
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所    長  木 村   昇 副 所 長 平 野 允 苗

雄

子

子
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レ

照

邦

テ

滋

橋

沢

田

藤

高

湯

沼

伊

託

〃
　
　
〃
　
　
〃

嘱吾

美

一・　
子

工

直

賢

幸

沢

岸

嶋

橋

韮

山

中

猿

長

佐

査

事

補
期課線主主
〔調査第一課〕

課    長

課 長 補 佐

文化財専門員

文化財調査員

〔調査第二課〕

課    長

課 長 補 佐

文化財専門員

文化財調査員

三 浦 謙 一

中 川 重 紀

高 橋 義 介

小山内   透

金 子 佐知子

濱 田   宏

赤 石   登

阿 部 員 澄

水 上 明 博

阿 部   憲

早 坂   淳

小 松 則 也

阿 部 徳 幸

窓 岩 伸 吾

亀 澤 盛 行

飯 坂 一 重

鈴 木 裕 明

林     勲

阿 部 孝 明

羽 柴 直 人

文化財調査員

期限付調査員

文化財調査員

期限付調査員

北 村 忠 昭

八 木 勝 枝

丸 山 浩 治

北 田   勲

島 原 弘 征

坂 部 恵 造

小 林 弘 卓

藤 原 大 輔

小 針 大 志

太田代 一 彦

新井田 えり子

星   雅 之

佐 藤 淳 一

星   幸 文

溜   浩二郎

本 多 準―郎

丸 山 直 美

福 島 正 和

米 田   寛

須 原   拓

中 村 絵 美

川 又   普

村 田   敦

(村 上  拓 )

斎 藤 麻紀子

石 崎 高 臣

吉 田 里 和

立 花   裕

江 藤   敦

駒木野 智 寛

勝

文

彦

充

郎

盛

也

則

郎

晴

敬

一
一
　

　

　

太

清

昭

　

大

真

伸

勝

昭

正

木

木

子

田

　

中

妻

部

沢

澤

木

々
　
々

佐

佐

金

吉

亀

野

新

阿

杉

西

村
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